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松
江
藩
七
里
飛
脚
と
本
陣
の
機
能

大
津

　
瞳

は
じ
め
に

本
稿
は
、
日
本
近
世
に
お
い
て
運
輸
・
通
信
業
務
を
担
っ
た
飛
脚
の
う
ち
、
大
名
飛
脚

で
あ
る
松
江
藩
の
七
里
飛
脚
を
取
り
上
げ
、
そ
の
制
度
的
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

近
年
、
飛
脚
に
つ
い
て
は
、
三
都
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
繋
ぐ
江
戸
三
度
飛
脚
が
奥
州

に
進
出
す
る
様
相
を
分
析
し
た
巻
島
隆
氏
の
研
究
⑴

、
幕
末
の
加
賀
藩
御
用
飛
脚
を
対
象

に
、
御
用
飛
脚
が
藩
の
情
報
収
集
源
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
堀
井

美
里
氏
の
研
究
⑵

な
ど
、
町
人
身
分
の
飛
脚
に
よ
る
経
済
活
動
・
情
報
収
集
活
動
に
注
目

し
た
研
究
が
活
発
で
あ
る
。
一
方
、
大
名
飛
脚
に
関
し
て
は
、
藤
村
潤
一
郎
氏
に
よ
る
一

連
の
基
礎
的
な
研
究
⑶

の
中
で
、
尾
張
藩
・
紀
伊
藩
・
松
江
藩
の
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
稿
で
取
り
上
げ
る
松
江
藩
の
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
藤
村
氏

の
研
究
が
あ
り
⑷

、
尾
張
藩
や
紀
伊
藩
と
同
様
に
、
七
里
飛
脚
が
街
道
上
の
宿
に
設
置
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
ら
に
①
御
飛
脚
者
居
所
、
②
吟
味
役
人
詰
所
、
③
御
飛
脚
受
場
所

と
い
う
三
種
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
考
察
に
は

及
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
三
種
の
飛
脚
の
差
異
に
注
目
し
、
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
取
扱
う
史
料
は
、
松
江
藩
主
の
参
勤
交
代
時
に
本
陣
を
勤
め
た
家
に
残

さ
れ
た
御
用
留
、
書
状
等
で
、
具
体
的
に
は
美
作
国
大
庭
郡
久
世
宿
本
陣
で
あ
っ
た
景
山

清
家
文
書
⑸

、
近
江
国
栗
太
郡
草
津
宿
本
陣
の
田
中
七
左
衛
門
家
の
文
書
（
木
屋
本
陣
文

書
）⑹
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
景
山
家
は
宝
暦
年
間
（
一
八
世
紀
半
ば
）
よ
り
美
作
国
大
庭
郡
久
世
宿
の

本
陣
を
務
め
た
家
で
、
史
料
に
は
松
江
藩
主
の
参
勤
交
代
時
や
本
陣
職
に
関
す
る
御
用

留
、
書
状
が
あ
る
。
出
雲
街
道
の
中
間
地
に
位
置
し
、
街
道
を
利
用
す
る
松
江
藩
の
専
用

本
陣
で
あ
っ
た
が
、
時
に
は
津
山
藩
主
や
幕
府
の
巡
見
使
も
利
用
し
て
い
た
。

ま
た
、
草
津
宿
の
田
中
家
は
、
同
宿
に
二
軒
あ
っ
た
本
陣
の
う
ち
田
中
七
左
衛
門
本
陣

（
副
業
に
材
木
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
史
料
上
で
は
木
屋
本
陣
の
通
称
が
あ
る
）
を

指
す
。
も
う
一
方
の
名
称
は
田
中
九
蔵
本
陣
で
あ
る
。
以
下
、
論
文
中
に
出
て
く
る
「
田

中
家
」
は
、
断
り
が
な
い
限
り
田
中
七
左
衛
門
本
陣
の
方
を
示
す
。
草
津
宿
は
東
海
道
・

中
山
道
の
分
岐
点
に
当
た
る
た
め
、
様
々
な
人
々
が
利
用
し
て
い
た
。
天
保
七
年
に
七
左

衛
門
本
陣
が
記
し
た
「
御
得
意
様
万
書
貫
帳
」
に
は
、
西
国
の
諸
大
名
二
四
八
家
が
記
載

さ
れ
て
い
る
⑺

。
他
に
も
、
日
光
例
幣
使
や
朝
鮮
通
信
使
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の

皇
女
和
宮
下
向
の
際
に
宿
泊
所
を
供
し
て
い
た
。
草
津
宿
は
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に

草
津
川
決
壊
に
よ
る
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
前
の
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
同
家
に
は
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
か
ら
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
に
至
る
ま
で
の
百
八
十
冊
余
り
の
「
大
福
帳
」
に
、
木
屋
本
陣
に
休
泊
し
た
大
名
や

公
家
な
ど
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
詳
細
な
休
泊
状
況
が
分
か
る
。
そ
の
他

に
、
「
雲
州
様
御
用
」
と
し
て
七
里
役
所
を
請
け
負
っ
た
際
の
史
料
群
が
一
括
し
て
箱
に

納
め
ら
れ
て
い
る
。
「
木
屋
本
陣
文
書
」
の
う
ち
本
稿
で
は
、
こ
の
七
里
役
所
に
関
す
る

史
料
を
主
に
分
析
対
象
と
し
て
扱
っ
た
。
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以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
津
忠
六

　
　
酉
四
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽御

小

頭

長
次
郎

　
　
　
　
　
久
世
　
景
山
又
八
郎
殿

　
　
　
　
　
御
着
　
井
内
甚
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
西
ノ
宮
　
松
村
義
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
草
津
　
田
中
七
左
衛
門
殿
⒅

宛
所
の
久
世
・
御
着
・
西
宮
・
草
津
の
う
ち
、
景
山
、
松
村
、
田
中
の
各
家
は
各
宿
で

本
陣
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
家
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
触
書
か
ら

は
、
こ
れ
ら
四
か
所
の
宿
駅
で
は
、
本
陣
が
飛
脚
夫
を
雇
う
か
た
ち
で
請
け
負
っ
て
七
里

飛
脚
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
荷
物
の
継
ぎ
送
り
に
際
し
て
は
、
前
後
の
宿

（
草
津
で
は
土
山
と
伏
見
に
当
た
る
）
に
詰
め
る
七
里
が
受
取
書
を
渡
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

ま
た
、
表
４
は
景
山
家
の
御
用
留
中
に
あ
る
行
方
不
明
者
を
知
ら
せ
る
廻
達
に
出
て
く

る
宛
名
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
表
３
に
出
て
く
る
新
庄
・
桑
名

は
吟
味
役
人
の
詰
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
⒆

。
さ
ら
に
、
七
里
詰
に
は
百
人
者

と
い
う
身
分
の
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
者
が
五
人
ほ
ど
確
認
で
き
る
⒇

。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
松
江
藩
の
七
里
飛
脚
に
は
、
各
宿
に
設
置
さ
れ
た
七
里
詰

に
、
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
詰
役
人
が
滞
在
す
る
場
合
と
、
本
陣
が
請
け
負
う
場
合
（
御
飛

脚
受
場
所
）
の
二
種
類
が
存
在
し
て
お
り
、
詰
役
人
に
も
、
吟
味
役
人
と
称
す
る
者
が
詰

め
る
宿
（
吟
味
役
人
詰
所
）
と
、
飛
脚
夫
を
つ
と
め
た
百
人
者
の
み
が
存
在
し
た
宿
（
御

飛
脚
者
居
所
）
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

に
影
響
が
出
な
い
継
ぎ
方
を
選
択
し
た
結
果
、
箱
根
及
び
そ
の
前
後
に
七
里
が
集
中
し
て

設
置
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
⒂

。

さ
て
、
藤
村
氏
に
よ
る
と
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）

ま
で
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
安
永
大
成
道
中
記
提
要
」⒃
に
、
各
駅
に
置
か
れ

た
松
江
藩
の
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
江
藩
の

七
里
に
は
、
①
御
飛
脚
者
居
所
、
②
吟
味
役
人
詰
所
、
③
御
飛
脚
受
場
所
の
三
種
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
宿
と
本
陣
を
掲
げ
た
の
が
表
２
で
あ
る
⒄

。
御
飛
脚
者
居
所
の

宿
は
十
七
ヶ
所
、
吟
味
役
人
詰
所
の
宿
は
三
ヶ
所
、
御
飛
脚
受
場
所
の
宿
は
四
ヶ
所
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
図
１
・
図
２
で
は
該
当
す
る
七
里
役
所
を
地
図
で
示
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
後
述
す
る
③
御
飛
脚
受
場
所
を
つ
と
め
た
草
津
宿
田
中
家
の
史
料
の
「
雲

州
御
用
留
」
に
は
、
表
３
に
掲
げ
た
京
坂
の
留
守
居
役
、
御
小
人
奉
行
（
「
御
国
御
奉

行
」
）
、
御
小
頭
と
、
新
庄
・
桑
名
・
伏
見
・
土
山
・
御
油
の
各
宿
の
七
里
詰
役
人
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
御
小
人
奉
行
と
御
小
頭
は
、
七
里
飛
脚
を
管
轄
し
て
い
た
松
江
藩
御
小

人
方
の
役
職
で
あ
る
。
ま
た
、
京
坂
御
留
守
居
役
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
元
と
連

絡
を
取
り
合
う
際
に
七
里
を
利
用
す
る
同
役
が
、
草
津
宿
本
陣
と
恒
常
的
な
関
係
を
持
っ

て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
伏
見
・
土
山
は
い
ず
れ
も
草
津
宿
を
挟
ん
で
両
隣
に

あ
る
七
里
役
所
で
あ
る
の
で
、
日
常
的
な
連
絡
を
取
り
合
う
関
係
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
三

日
に
、
御
小
頭
か
ら
四
か
所
の
御
飛
脚
受
場
所
の
七
里
役
所
へ
宛
て
て
出
さ
れ
た
触
書
か

ら
も
う
か
が
え
る
。

此
度
御
飛
脚
継
送
方
之
義
駅
々
詰
之
者
付
添
被
仰
付
、
右
ニ
付
而
者
各
方
引
受
持

夫
ニ
者
慥
成
も
の
等
御
申
付
、
勿
論
途
中
代
リ
合
等
不
致
定
之
刻
割
不
差
様
積
々
御

心
配
可
有
之
、
尤
各
方
江
者
都
度
ニ
て
前
後
之
詰
ゟ
受
取
書
可
遣
候
条
、
追
而
詰
之

者
罷
越
候
節
改
次
第
ニ
可
被
相
戻
候
、
且
各
名
之
下
江
御
承
知
之
印
形
可
被
成
遣
候
、
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第
一
章

　
松
江
藩
七
里
飛
脚
の
制
度
的
特
質

第
一
節

　
各
藩
の
設
置
状
況
と
松
江
藩
の
概
要

近
世
の
飛
脚
は
、
幕
府
に
よ
る
継
飛
脚
か
ら
大
名
の
七
里
飛
脚
（
以
下
、
七
里
と
略
称

す
る
）
が
派
生
し
、
ま
た
民
間
で
は
商
人
に
よ
る
飛
脚
問
屋
が
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）

に
認
め
ら
れ
、
月
三
度
、
一
回
六
匹
の
宿
駅
伝
馬
を
相
対
賃
銭
で
利
用
す
る
特
権
を
得
て

二
条
城
や
大
坂
城
番
の
御
用
を
請
け
負
い
、
江
戸
・
大
坂
間
の
商
業
通
信
も
広
く
担
う
こ

と
と
な
っ
た
。
幕
府
の
定
め
た
継
飛
脚
は
宿
駅
制
度
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
で
、
寛
永
十

年
（
一
六
三
三
）
東
海
道
各
宿
駅
の
定
置
人
馬
を
百
人
・
百
匹
と
改
め
、
近
世
の
交
通
・

運
輸
の
要
と
な
る
人
馬
継
立
機
構
が
整
備
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
同
年
東
海
道
と
美
濃

路
に
対
し
継
飛
脚
給
米
を
定
め
て
宿
駅
に
継
飛
脚
を
賦
課
し
、
公
文
書
の
継
ぎ
立
て
を
義

務
付
け
た
⑻

。
宿
場
の
宿
役
人
に
は
問
屋
役
・
年
寄
役
・
伝
馬
役
等
が
い
た
が
、
そ
れ
ら

宿
継
に
関
わ
る
役
人
は
そ
の
地
の
住
民
が
担
う
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
交
通
網
・
通
信
網
が
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
、
各
藩
で
も
藩
営
の
飛
脚
を
設
置

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
飛
脚
を
設
置
し
た
宿
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、

尾
張
藩
⑼

・
紀
伊
藩
⑽

・
姫
路
藩
⑾

・
讃
岐
高
松
藩
⑿

・
松
江
藩
⒀

で
あ
る
。
表
１
は
こ
れ
ら

の
藩
が
設
置
し
た
宿
の
一
覧
で
あ
る
⒁

。
こ
れ
に
よ
り
、
東
海
道
上
を
見
て
み
る
と
、
①

箱
根
・
金
谷
・
見
付
に
は
こ
れ
ら
の
藩
す
べ
て
が
飛
脚
を
置
い
て
い
る
こ
と
、
②
箱
根
と

そ
の
前
後
の
宿
に
七
里
が
集
中
し
て
置
か
れ
た
こ
と
、
③
各
藩
の
七
里
は
必
ず
し
も
同
じ

宿
に
置
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
④
松
江
藩
・
姫
路
藩
・
高
松
藩
は
伏
見
か
ら
西
国

街
道
上
に
も
設
置
し
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
ど
の
藩
も
三
宿
程
度
を
目
安
に
間
を
空
け

て
七
里
を
設
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
江
戸

－

国
元
間
の
距
離
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の

に
合
わ
せ
て
設
置
し
て
い
る
た
め
、
お
の
ず
か
ら
設
置
し
た
宿
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
箱
根
が
重
視
さ
れ
た
理
由
は
、
速
達
便
は
夜
通
し
で
運
ぶ
こ
と
と
定
め
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
箱
根
の
関
所
は
夜
間
封
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
速
達
便

表１　主要街道と各藩七里の所在表１　主要街道と各藩七里の所在
街道

袋
井

掛
川

日
坂

金
谷

島
田

藤
枝

岡
部

丸
子

府
中

江
尻

奥
津

由
比

蒲
原

吉
原

原
沼
津

三
島

箱
根

小
田
原

大
磯

平
塚

(

小
和
田

)

藤
沢

戸
塚

保
土
谷

神
奈
川

川
崎

(

六
郷

)

品
川

宿
名
・

(
)

は
地
名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 松江
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 姫路
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高松

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 尾張
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 紀伊

大
津

草
津

石
部

水
口

土
山

坂
下

関
亀
山

庄
野

石
薬
師

四
日
市

桑
名

佐
屋

[

佐
屋
路

]

宮
鳴
海

池
鯉
鮒

(

大
浜

)

(

法
蔵
寺

)

岡
崎

藤
川

赤
坂

御
油

吉
田

二
川

白
須
賀

新
居

舞
坂

(

篠
原

)

浜
松

見
付

松江 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
姫路 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
高松 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尾張 ○ ○ ○ ○ ○
紀伊 佐屋宿以後は伊勢街道へ分岐する ○ ○ ○ ○ ○ ○

（

高
松
）

（

牛
窓
）

片
島

正
條

姫
路

御
着

(

土
山
村

)

加
古
川

大
久
保

大
蔵
谷

兵
庫

西
宮

昆
陽

瀬
川

郡
山

芥
川

山
崎

伏
見

宿
・

(
)

は
地
名

○ ○ ○ 松江
■ ○ ○ ○ ○ 姫路

■ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高松

西国道

東海道

東海道
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以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
津
忠
六

　
　
酉
四
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽御

小

頭

長
次
郎

　
　
　
　
　
久
世

　
景
山
又
八
郎
殿

　
　
　
　
　
御
着

　
井
内
甚
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
西
ノ
宮

　
松
村
義
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
草
津

　
田
中
七
左
衛
門
殿
⒅

宛
所
の
久
世
・
御
着
・
西
宮
・
草
津
の
う
ち
、
景
山
、
松
村
、
田
中
の
各
家
は
各
宿
で

本
陣
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
家
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
触
書
か
ら

は
、
こ
れ
ら
四
か
所
の
宿
駅
で
は
、
本
陣
が
飛
脚
夫
を
雇
う
か
た
ち
で
請
け
負
っ
て
七
里

飛
脚
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
荷
物
の
継
ぎ
送
り
に
際
し
て
は
、
前
後
の
宿

（
草
津
で
は
土
山
と
伏
見
に
当
た
る
）
に
詰
め
る
七
里
が
受
取
書
を
渡
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

ま
た
、
表
４
は
景
山
家
の
御
用
留
中
に
あ
る
行
方
不
明
者
を
知
ら
せ
る
廻
達
に
出
て
く

る
宛
名
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
表
３
に
出
て
く
る
新
庄
・
桑
名

は
吟
味
役
人
の
詰
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
⒆

。
さ
ら
に
、
七
里
詰
に
は
百
人
者

と
い
う
身
分
の
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
者
が
五
人
ほ
ど
確
認
で
き
る
⒇

。

以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
松
江
藩
の
七
里
飛
脚
に
は
、
各
宿
に
設
置
さ
れ
た
七
里
詰

に
、
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
詰
役
人
が
滞
在
す
る
場
合
と
、
本
陣
が
請
け
負
う
場
合
（
御
飛

脚
受
場
所
）
の
二
種
類
が
存
在
し
て
お
り
、
詰
役
人
に
も
、
吟
味
役
人
と
称
す
る
者
が
詰

め
る
宿
（
吟
味
役
人
詰
所
）
と
、
飛
脚
夫
を
つ
と
め
た
百
人
者
の
み
が
存
在
し
た
宿
（
御

飛
脚
者
居
所
）
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

に
影
響
が
出
な
い
継
ぎ
方
を
選
択
し
た
結
果
、
箱
根
及
び
そ
の
前
後
に
七
里
が
集
中
し
て

設
置
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
⒂

。

さ
て
、
藤
村
氏
に
よ
る
と
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
か
ら
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）

ま
で
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
安
永
大
成
道
中
記
提
要
」⒃
に
、
各
駅
に
置
か
れ

た
松
江
藩
の
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
江
藩
の

七
里
に
は
、
①
御
飛
脚
者
居
所
、
②
吟
味
役
人
詰
所
、
③
御
飛
脚
受
場
所
の
三
種
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
宿
と
本
陣
を
掲
げ
た
の
が
表
２
で
あ
る
⒄

。
御
飛
脚
者
居
所
の

宿
は
十
七
ヶ
所
、
吟
味
役
人
詰
所
の
宿
は
三
ヶ
所
、
御
飛
脚
受
場
所
の
宿
は
四
ヶ
所
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
図
１
・
図
２
で
は
該
当
す
る
七
里
役
所
を
地
図
で
示
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
後
述
す
る
③
御
飛
脚
受
場
所
を
つ
と
め
た
草
津
宿
田
中
家
の
史
料
の
「
雲

州
御
用
留
」
に
は
、
表
３
に
掲
げ
た
京
坂
の
留
守
居
役
、
御
小
人
奉
行
（
「
御
国
御
奉

行
」
）
、
御
小
頭
と
、
新
庄
・
桑
名
・
伏
見
・
土
山
・
御
油
の
各
宿
の
七
里
詰
役
人
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
御
小
人
奉
行
と
御
小
頭
は
、
七
里
飛
脚
を
管
轄
し
て
い
た
松
江
藩
御
小

人
方
の
役
職
で
あ
る
。
ま
た
、
京
坂
御
留
守
居
役
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
国
元
と
連

絡
を
取
り
合
う
際
に
七
里
を
利
用
す
る
同
役
が
、
草
津
宿
本
陣
と
恒
常
的
な
関
係
を
持
っ

て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
伏
見
・
土
山
は
い
ず
れ
も
草
津
宿
を
挟
ん
で
両
隣
に

あ
る
七
里
役
所
で
あ
る
の
で
、
日
常
的
な
連
絡
を
取
り
合
う
関
係
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
月
三

日
に
、
御
小
頭
か
ら
四
か
所
の
御
飛
脚
受
場
所
の
七
里
役
所
へ
宛
て
て
出
さ
れ
た
触
書
か

ら
も
う
か
が
え
る
。

此
度
御
飛
脚
継
送
方
之
義
駅
々
詰
之
者
付
添
被
仰
付
、
右
ニ
付
而
者
各
方
引
受
持

夫
ニ
者
慥
成
も
の
等
御
申
付
、
勿
論
途
中
代
リ
合
等
不
致
定
之
刻
割
不
差
様
積
々
御

心
配
可
有
之
、
尤
各
方
江
者
都
度
ニ
て
前
後
之
詰
ゟ
受
取
書
可
遣
候
条
、
追
而
詰
之

者
罷
越
候
節
改
次
第
ニ
可
被
相
戻
候
、
且
各
名
之
下
江
御
承
知
之
印
形
可
被
成
遣
候
、
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図１　江戸ー伏見間の七里

図２　伏見ー松江間の七里
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表２　藤村論文（2010年）より引用した七里設置宿と本陣の表
街道 駅 七里 文政期の本陣 街道 駅 七里 文政期の本陣

松江御城 西津田村（御立場） 桑名 吟味 大塚与六郎
└御茶屋（御番人） 佐夜 岩間権右衛門

出雲郷 御茶屋（御番人） 神守 猪飼元左衛門
安来 御茶屋(在藩士） 万場 溝口友九郎
溝口 ■ 篠原伊左衛門 岩塚 武藤宗左衛門
二部 足羽伊右衞門 宮 森田八郎右衛門
根雨 梅林弥三郎 鳴海 西尾伊右衛門
板井原 吉岡忠右衛門 池鯉鮒 ■ 永田清兵衛
新庄 吟味 佐藤六左衛門 岡崎 中根甚太郎
美甘 横山平右衛門 藤川 森川久左衛門
勝山 金田市郎右衛門 赤坂 赤坂彦十郎
久世 受所 景山又八郎 御油 ■ 鈴木半左衛門
坪井 福本小左衛門 吉田 中西与右衛門

院庄
院庄村御茶屋
（御茶屋番）

二川 馬場彦十郎

津山 玉置広四郎 白須賀 大村庄左衛門
勝間田 ■ 木村平左衛門 新居 ■ 匹田八郎兵衛
土居 妹尾六左衛門 舞坂 宮崎伝左衛門
佐用 ■ 岡田与一右衛門 浜松 杉浦惣兵衛
三日月 宇多五郎兵衛 見附 ■ 神谷三郎右衛門
千本 内海茂右衛門 袋井 田代八郎左衛門
觜崎 ■ 松原五郎右衛門 掛川 沢野弥三右衛門
飾西 中山助太夫 日坂 片岡金左衛門
姫路 三木与三五郎 金谷 吟味 柏屋八郎左衛門
御着 受所 天川久兵衛 嶋田 大久保新右衛門
加古川 中谷与三左衛門 藤枝 青嶋次右衛門
大久保 安藤助太夫 岡部 内野九兵衛
明石 広瀬次兵衛 丸子 ■ 横田三左衛門
大蔵谷 広瀬次兵衛 府中 望月次右衛門
兵庫 鷹見右近右衛門 江尻 寺尾与右衛門
西宮 受所 松村儀左衛門 奥津 手塚十右衛門
昆陽 川場吉右衛門 由比 岩部郷右衛門
瀬川 山脇新兵衛 蒲原 ■ 平岡久兵衛
郡山 梶善左衛門 吉原 長谷川八郎兵衛
芥川 平井吉兵衛 原 渡部平左衛門
山崎 柴垣志摩 沼津 ■ 清水助左衛門
伏見 ■ 木津屋与左衛門 三島 世古六太夫
大津 大塚嘉右衛門 箱根 ■ 柏屋佐吾右衛門
草津 受所 田中七左衛門 小田原 清水彦十郎
石部 小嶋金左衛門 大磯 ■ 石井又兵衛
水口 鵜飼伝左衛門 平塚 加藤七郎兵衛
土山 ■ 土山平次郎 藤沢 蒔田源右衛門
坂下 大竹屋伝左衛門 戸塚 沢部九郎右衛門
関 伊藤平兵衛 程ヶ谷 苅部清兵衛
亀山 樋口源太郎 神奈川 ■ 鈴木源太左衛門
庄野 沢野平左衛門 河崎 田中兵庫
石薬師 ■ 岡田市左衛門 品川 鶴岡市郎右衛門
四日市 清水太兵衛 上御舘 上御舘（赤坂藩邸）

■：飛脚居所

出雲街道

西国街道

東海道

佐屋路
（脇往
還）

東海道

表２　藤村論文（2010年）より引用した七里設置宿と本陣の表
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図１　江戸ー伏見間の七里

図２　伏見ー松江間の七里
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論
右
之
通
了
簡
銀
等
相
渡
、
目
方
も
相
減
し
別
而
取
扱
厳
重
ニ
い
た
し
候
間
、
道
中

ニ
て
も
猶
又
念
入
、
御
飛
脚
決
而
無
遅
滞
様
可
継
送
旨
、
七
里
之
者
御
本
陣
へ
急
度

可
被
申
付
候

　
　
　
　
九
月
廿
日

　
　
　
此
度
御
飛
脚
之
儀
相
改
候
ニ
付
而
、
道
中
吟
味
役
人
共
へ
可
申
聞
置
覚

一 

此
已
後
御
飛
脚
御
用
物
余
分
有
之
節
、
一
判
ニ
て
差
遣
候
而
ハ
日
合
延
過
候
而
有

之
分
ハ
御
荷
物
ニ
乄
及
運
送
、
其
内
ニ
も
格
別
急
成
ル
品
者
才
料
付
弐
つ
判
格
御

荷
物
ニ
乄
夜
通
し
及
運
送
、
其
節
ハ
道
中
吟
味
役
人
之
内
差
遣
、
途
中
ニ
て
御
飛

脚
ニ
出
会
次
第
送
状
等
相
改
、
刻
付
天
気
相
等
之
儀
迄
も
及
吟
味
、
御
飛
脚
無
遅

滞
様
取
扱
候
儀
可
令
心
配
候

一 

道
中
へ
差
出
置
候
御
飛
脚
之
者
、
間
ニ
ハ
勤
方
不
埒
之
儀
も
有
之
哉
ニ
相
聞
候
、

以
来
ハ
吟
味
役
人
と
も
罷
通
候
節
能
々
相
糺
可
申
遣
候
、
其
趣
ニ
よ
り
急
度
可
申

付
候

右
之
趣
兼
而
道
中
吟
味
役
よ
り
被
申
付
置
、
猶
又
御
荷
物
仕
出
し
候
節
能
々
可
被
申

付
候

　
　
　
　
九
月
廿
日
�

右
の
史
料
は
、
年
次
未
詳
で
あ
る
が
、
七
里
飛
脚
の
運
送
方
法
改
革
時
に
出
さ
れ
た
文

書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
ツ
判
飛
脚
を
一
ヶ
月
に
一
、
二
度
は
発

送
す
る
こ
と
で
、
二
ツ
判
、
三
ツ
判
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
な
お
か
つ
、
一
ツ
判
飛
脚

は
一
荷
当
た
り
六
貫
九
〇
〇
匁
、
二
ツ
判
飛
脚
は
同
じ
く
六
貫
目
と
定
め
直
し
て
い
る
。

経
費
が
か
か
る
二
ツ
判
、
三
ツ
判
飛
脚
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
迅
速
で
確
実
な

運
送
を
図
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
な
運
送
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
吟
味
役
人
が
送
り
状
を
検
査
し
た
り
、
飛
脚
夫
の
監
視
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
自
身
の
七
里
詰
か
ら
離
れ
た
宿
に
い
る
飛
脚
の
様
子

第
二
節
　
松
江
藩
七
里
役
所
の
構
成
‐
道
中
吟
味
役
人
の
職
務-

七
里
飛
脚
に
は
緊
急
度
に
応
じ
荷
物
の
送
達
所
要
日
数
の
目
安
に
差
が
設
け
ら
れ
、
具

体
的
に
は
速
い
方
か
ら
順
に
三
ツ
判
・
二
ツ
判
・
一
ツ
判
の
三
種
類
が
あ
っ
た
。
松
江
藩

の
場
合
、
江
戸
‐
松
江
間
で
三
ツ
判
は
九
日
間
、
二
ツ
判
は
一
三
日
間
を
目
安
に
届
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
�

。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
個
々
の
七
里
詰
間
で
も
判
ご
と
に
継
ぎ
立

て
時
間
の
目
安
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
継
ぎ
立
て
を
定
刻
通
り
に
済
ま
す
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
が
七
里
詰
役
人
に
は
求
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
草
津
宿
か
ら
伏
見
宿
の
間
は
、
三
ツ

判
は
三
刻
（
約
六
時
間
）
以
内
、
二
ツ
判
は
四
刻
（
約
八
時
間
）
、
一
ツ
判
は
一
夜
留
め

（
夜
間
は
継
送
り
し
な
い
）
で
継
ぎ
送
る
こ
と
と
さ
れ
た
�

。
ま
た
、
久
世
宿
か
ら
新
庄

宿
の
間
は
、
三
ツ
判
は
三
刻
、
二
ツ
判
は
五
刻
（
約
十
時
間
）
、
一
ツ
判
は
一
夜
留
め
と

決
め
ら
れ
て
い
た
�

。

さ
て
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
七
里
が
置
か
れ
た
宿
の
う
ち
吟
味
役
人
詰
所
に
は
吟

味
役
人
と
称
す
る
者
が
い
た
が
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
職
務
を
帯
び
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
以
下
、
七
里
詰
役
人
、
吟
味
役
人
に
宛
て
ら
れ
た
内
容
の
達
書
や
願
書
か
ら
職
務
内

容
を
考
察
し
て
い
く
。

　
　
　
　
覚

一
御
飛
脚
賃
銀
三
判
之
分
ハ
、
此
已
後
壱
荷
ニ
付
、
銀
壱
匁
ツ
ヽ
相
増
可
遣
候

一
弐
つ
判
之
分
者
、
此
已
後
成
丈
状
箱
壱
か
切
ニ
仕
出
し
可
申
候

一 

弐
つ
判
貫
目
、
近
来
六
貫
九
百
匁
迄
候
、
壱
か
持
ニ
乄
仕
出
し
候
所
、
已
来
ハ
壱

荷
六
貫
目
之
定
法
ニ
可
致
候

一 

此
已
後
一
ヶ
月
一
つ
判
御
飛
脚
壱
弐
度
程
ツ
ヽ
仕
出
し
可
申
候
、
依
之
三
つ
判
弐

つ
判
者
成
丈
ケ
相
減
候
様
可
致
候

　
　
但
一
判
壱
荷
之
貫
目
、
六
貫
九
百
目
ニ
相
定
メ
候

右
之
通
此
度
令
儀
定
候
間
、
道
中
飛
脚
継
所
へ
前
文
之
通
不
洩
様
可
被
申
渡
候
、
勿
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表３「雲州御用留」にみえる松江藩各役人 表４行方不明者の知らせ廻達に見える七里 

  

御
油

土
山
詰

伏
見
詰

桑
名
詰

新
庄
詰

小
頭

御
国
御
奉
行

京
都
同
断

大
坂
御
留
守
居

田
中
覧
左
衛
門

野
津
丈
左
衛
門

坂
本
磯
右
衛
門

青
木
良
左
衛
門

藤
田
彦
左
衛
門

楽
長
次
郎

井
上
五
郎
市

河
合
観
之
助

川
崎
五
郎
左
衛
門

米
村
伴
兵
衛

御
油
詰

土
山
詰

伏
見
詰

桑
名
詰

新
庄
詰

小
頭

御
国
御
奉
行

京
都
同
断

大
坂
御
留
守
居

小
村
猪
左
衛
門

野
津
丈
左
衛
門

□
谷
五
郎
右
衛
門

福
島
弐
右
衛
門

藤
田
彦
左
衛
門

楽
長
次
郎

井
上
五
郎
市

河
合
観
之
助

川
崎
五
郎
左
衛
門

米
村
伴
兵
衛

御
国
奉
行

新
庄
詰
吟
味
役

土
山
詰

桑
名
詰
吟
味
役

伏
見
詰

京
都
同

大
坂
御
留
守
居

山
田
彦
兵
衛

目
次
益
右
衛
門

上
田
彦
左
衛
門

伊
原
仁
右
衛
門

本
田
平
右
衛
門

津
川
常
□
門

広
瀬
助
左
衛
門

永
岡
平
作

瀬
崎
順
七

木屋本陣文書　雲州御用３５０「雲
州御用留」天保14年９月

木屋本陣文書　雲州御用３５１「雲
州御用留」天保15年９月

木屋本陣文書　雲州御用３５２「雲
州御用留」慶応３年９月

御
小
頭

七里 駅 宛名 百人者
安来 目代彦左衛門

■ 溝口 梶添国右衛門
吟味 新庄 坂本磯右衛門 ○
受所 久世 景山又八郎 本陣
■ 勝間田 藤川牧右衛門
■ 佐用 井上友右衛門 ○
■ 觜崎 坂本伝左衛門

受所 御着 井内甚右衛門 不明
大久保 下田六右衛門

受所 西宮 松村儀左衛門 本陣

大坂
林清七
赤口嘉右衛門
佐田久八

■ 伏見 藤井賢右衛門
受所 草津 田中七左衛門 本陣
■ 土山 三嶋文右衛門
■ 石薬師 若槻寿左衛門

吟味 桑名 小村槌左衛門
■ 池鯉鮒 曽田仙右衛門
■ 御油 南瀬房右衛門
■ 新居 原利右衛門
■ 見付 松尾良左衛門

吟味 金谷 三島樫右衛門 ○
■ 丸子 三崎村右衛門
■ 蒲原 長瀬武左衛門 ○
■ 沼津 与倉軍左衛門
■ 箱根 古津武左衛門 ○
■ 大磯 河本大右衛門
■ 神奈川 藤原五左衛門

■は飛脚居所

33 
 

表３「雲州御用留」にみえる松江藩各役人 表４行方不明者の知らせ廻達に見える七里 

  

御
油

土
山
詰

伏
見
詰

桑
名
詰

新
庄
詰

小
頭

御
国
御
奉
行

京
都
同
断

大
坂
御
留
守
居

田
中
覧
左
衛
門

野
津
丈
左
衛
門

坂
本
磯
右
衛
門

青
木
良
左
衛
門

藤
田
彦
左
衛
門

楽
長
次
郎

井
上
五
郎
市

河
合
観
之
助

川
崎
五
郎
左
衛
門

米
村
伴
兵
衛

御
油
詰

土
山
詰

伏
見
詰

桑
名
詰

新
庄
詰

小
頭

御
国
御
奉
行

京
都
同
断

大
坂
御
留
守
居

小
村
猪
左
衛
門

野
津
丈
左
衛
門

□
谷
五
郎
右
衛
門

福
島
弐
右
衛
門

藤
田
彦
左
衛
門

楽
長
次
郎

井
上
五
郎
市

河
合
観
之
助

川
崎
五
郎
左
衛
門

米
村
伴
兵
衛

御
国
奉
行

新
庄
詰
吟
味
役

土
山
詰

桑
名
詰
吟
味
役

伏
見
詰

京
都
同

大
坂
御
留
守
居

山
田
彦
兵
衛

目
次
益
右
衛
門

上
田
彦
左
衛
門

伊
原
仁
右
衛
門

本
田
平
右
衛
門

津
川
常
□
門

広
瀬
助
左
衛
門

永
岡
平
作

瀬
崎
順
七

木屋本陣文書　雲州御用３５０「雲
州御用留」天保14年９月

木屋本陣文書　雲州御用３５１「雲
州御用留」天保15年９月

木屋本陣文書　雲州御用３５２「雲
州御用留」慶応３年９月

御
小
頭

七里 駅 宛名 百人者
安来 目代彦左衛門

■ 溝口 梶添国右衛門
吟味 新庄 坂本磯右衛門 ○
受所 久世 景山又八郎 本陣
■ 勝間田 藤川牧右衛門
■ 佐用 井上友右衛門 ○
■ 觜崎 坂本伝左衛門

受所 御着 井内甚右衛門 不明
大久保 下田六右衛門

受所 西宮 松村儀左衛門 本陣

大坂
林清七
赤口嘉右衛門
佐田久八

■ 伏見 藤井賢右衛門
受所 草津 田中七左衛門 本陣
■ 土山 三嶋文右衛門
■ 石薬師 若槻寿左衛門

吟味 桑名 小村槌左衛門
■ 池鯉鮒 曽田仙右衛門
■ 御油 南瀬房右衛門
■ 新居 原利右衛門
■ 見付 松尾良左衛門

吟味 金谷 三島樫右衛門 ○
■ 丸子 三崎村右衛門
■ 蒲原 長瀬武左衛門 ○
■ 沼津 与倉軍左衛門
■ 箱根 古津武左衛門 ○
■ 大磯 河本大右衛門
■ 神奈川 藤原五左衛門

■は飛脚居所
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論
右
之
通
了
簡
銀
等
相
渡
、
目
方
も
相
減
し
別
而
取
扱
厳
重
ニ
い
た
し
候
間
、
道
中

ニ
て
も
猶
又
念
入
、
御
飛
脚
決
而
無
遅
滞
様
可
継
送
旨
、
七
里
之
者
御
本
陣
へ
急
度

可
被
申
付
候

　
　
　
　
九
月
廿
日

　
　
　
此
度
御
飛
脚
之
儀
相
改
候
ニ
付
而
、
道
中
吟
味
役
人
共
へ
可
申
聞
置
覚

一 

此
已
後
御
飛
脚
御
用
物
余
分
有
之
節
、
一
判
ニ
て
差
遣
候
而
ハ
日
合
延
過
候
而
有

之
分
ハ
御
荷
物
ニ
乄
及
運
送
、
其
内
ニ
も
格
別
急
成
ル
品
者
才
料
付
弐
つ
判
格
御

荷
物
ニ
乄
夜
通
し
及
運
送
、
其
節
ハ
道
中
吟
味
役
人
之
内
差
遣
、
途
中
ニ
て
御
飛

脚
ニ
出
会
次
第
送
状
等
相
改
、
刻
付
天
気
相
等
之
儀
迄
も
及
吟
味
、
御
飛
脚
無
遅

滞
様
取
扱
候
儀
可
令
心
配
候

一 

道
中
へ
差
出
置
候
御
飛
脚
之
者
、
間
ニ
ハ
勤
方
不
埒
之
儀
も
有
之
哉
ニ
相
聞
候
、

以
来
ハ
吟
味
役
人
と
も
罷
通
候
節
能
々
相
糺
可
申
遣
候
、
其
趣
ニ
よ
り
急
度
可
申

付
候

右
之
趣
兼
而
道
中
吟
味
役
よ
り
被
申
付
置
、
猶
又
御
荷
物
仕
出
し
候
節
能
々
可
被
申

付
候

　
　
　
　
九
月
廿
日
�

右
の
史
料
は
、
年
次
未
詳
で
あ
る
が
、
七
里
飛
脚
の
運
送
方
法
改
革
時
に
出
さ
れ
た
文

書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
ツ
判
飛
脚
を
一
ヶ
月
に
一
、
二
度
は
発

送
す
る
こ
と
で
、
二
ツ
判
、
三
ツ
判
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
な
お
か
つ
、
一
ツ
判
飛
脚

は
一
荷
当
た
り
六
貫
九
〇
〇
匁
、
二
ツ
判
飛
脚
は
同
じ
く
六
貫
目
と
定
め
直
し
て
い
る
。

経
費
が
か
か
る
二
ツ
判
、
三
ツ
判
飛
脚
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
迅
速
で
確
実
な

運
送
を
図
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
な
運
送
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
吟
味
役
人
が
送
り
状
を
検
査
し
た
り
、
飛
脚
夫
の
監
視
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
自
身
の
七
里
詰
か
ら
離
れ
た
宿
に
い
る
飛
脚
の
様
子

第
二
節

　
松
江
藩
七
里
役
所
の
構
成
‐
道
中
吟
味
役
人
の
職
務-

七
里
飛
脚
に
は
緊
急
度
に
応
じ
荷
物
の
送
達
所
要
日
数
の
目
安
に
差
が
設
け
ら
れ
、
具

体
的
に
は
速
い
方
か
ら
順
に
三
ツ
判
・
二
ツ
判
・
一
ツ
判
の
三
種
類
が
あ
っ
た
。
松
江
藩

の
場
合
、
江
戸
‐
松
江
間
で
三
ツ
判
は
九
日
間
、
二
ツ
判
は
一
三
日
間
を
目
安
に
届
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
�

。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
個
々
の
七
里
詰
間
で
も
判
ご
と
に
継
ぎ
立

て
時
間
の
目
安
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
継
ぎ
立
て
を
定
刻
通
り
に
済
ま
す
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
が
七
里
詰
役
人
に
は
求
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
草
津
宿
か
ら
伏
見
宿
の
間
は
、
三
ツ

判
は
三
刻
（
約
六
時
間
）
以
内
、
二
ツ
判
は
四
刻
（
約
八
時
間
）
、
一
ツ
判
は
一
夜
留
め

（
夜
間
は
継
送
り
し
な
い
）
で
継
ぎ
送
る
こ
と
と
さ
れ
た
�

。
ま
た
、
久
世
宿
か
ら
新
庄

宿
の
間
は
、
三
ツ
判
は
三
刻
、
二
ツ
判
は
五
刻
（
約
十
時
間
）
、
一
ツ
判
は
一
夜
留
め
と

決
め
ら
れ
て
い
た
�

。

さ
て
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
七
里
が
置
か
れ
た
宿
の
う
ち
吟
味
役
人
詰
所
に
は
吟

味
役
人
と
称
す
る
者
が
い
た
が
、
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
職
務
を
帯
び
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
以
下
、
七
里
詰
役
人
、
吟
味
役
人
に
宛
て
ら
れ
た
内
容
の
達
書
や
願
書
か
ら
職
務
内

容
を
考
察
し
て
い
く
。

　
　
　
　
覚

一
御
飛
脚
賃
銀
三
判
之
分
ハ
、
此
已
後
壱
荷
ニ
付
、
銀
壱
匁
ツ
ヽ
相
増
可
遣
候

一
弐
つ
判
之
分
者
、
此
已
後
成
丈
状
箱
壱
か
切
ニ
仕
出
し
可
申
候

一 

弐
つ
判
貫
目
、
近
来
六
貫
九
百
匁
迄
候
、
壱
か
持
ニ
乄
仕
出
し
候
所
、
已
来
ハ
壱

荷
六
貫
目
之
定
法
ニ
可
致
候

一 

此
已
後
一
ヶ
月
一
つ
判
御
飛
脚
壱
弐
度
程
ツ
ヽ
仕
出
し
可
申
候
、
依
之
三
つ
判
弐

つ
判
者
成
丈
ケ
相
減
候
様
可
致
候

　
　
但
一
判
壱
荷
之
貫
目
、
六
貫
九
百
目
ニ
相
定
メ
候

右
之
通
此
度
令
儀
定
候
間
、
道
中
飛
脚
継
所
へ
前
文
之
通
不
洩
様
可
被
申
渡
候
、
勿
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天
保
二
年
（
一
八
三
二
）
か
ら
十
五
年
間
、
す
な
わ
ち
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
ま
で
請

所
の
継
続
を
願
っ
て
お
り
、
辻
褄
を
合
わ
せ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
願
書
で
は
請
所
の
継

続
と
合
わ
せ
て
、
人
馬
賃
銭
の
割
り
増
し
に
伴
う
状
箱
賃
銭
の
割
り
増
し
願
い
も
行
っ
て

い
る
の
で
、
直
接
、
勘
定
所
宛
て
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
年
四
月
に
請
証
文
を

提
出
し
た
が
�

、
願
い
で
は
十
五
年
間
を
希
望
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
ま
で
の
五
年
間
の
請
負
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
際
の
飛
脚
請

所
の
期
間
は
藩
の
意
向
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
後
日
、
同
年
五
月

十
八
日
付
で
、
請
負
の
継
続
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
松
江
藩
の
大
野
丹
助
と
楽
・

原
宛
に
二
通
の
礼
状
を
出
し
て
い
る
�

。

こ
の
よ
う
に
、
草
津
宿
の
田
中
家
の
場
合
、
期
間
を
区
切
り
な
が
ら
請
負
を
更
新
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
田
中
家
に
は
こ
れ
ら
請
負
証
文
が
宝
暦
五
年
（
一

七
五
五
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
の
約
百
年
間
分
、
願
書
の
み
残
る
年
も
含

め
る
と
、
二
十
件
の
証
文
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
一
覧
に
し
た
の
が
表
５
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
草
津
宿
田
中
家
は
実
際
に
五
年
、
も
し
く
は
十
年
の
期
限
で
七
里
役
所
を

請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
『
松
江
藩
列
士
録
』�
を
参
照
し
て
、
証
文
の
宛
名
に
見
え
る
松
江
藩
の
役
人
を

調
べ
た
結
果
、
近
世
中
期
に
お
い
て
は
御
小
人
奉
行
が
七
里
役
所
を
管
轄
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
勘
定
所
宛
て
の
証
文
を
機
に
、

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
以
降
は
御
小
人
奉
行
を
補
佐
す
る
立
場
で
あ
る
、
御
小
頭
の
所

管
へ
と
変
化
し
た
よ
う
で
あ
る
�

。
御
小
人
奉
行
は
、
御
小
人
と
し
て
藩
に
仕
え
雑
務
を

勤
め
る
者
を
指
揮
す
る
役
割
で
あ
る
が
、
そ
の
御
小
人
の
中
に
、
諸
役
所
の
使
人
や
城
・

堀
の
掃
除
、
出
火
の
際
の
消
火
活
動
等
を
担
当
す
る
者
と
と
も
に
、
七
里
飛
脚
を
勤
め
た

百
人
者
が
い
た
�

。
し
た
が
っ
て
、
百
人
者
を
管
轄
す
る
御
小
人
奉
行
や
配
下
の
御
小
頭

が
、
飛
脚
請
場
所
で
あ
る
本
陣
と
の
や
り
と
り
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
御
請
証
文
之
事

　
当
駅
御
継
飛
脚
御
請
所
、
昨
亥
九
月
迄
ニ
而
御
年
限
ニ
相
成
候
ニ
付
、
尚
又
亥
九

月
ゟ
来
ル
辰
八
月
中
五
ヶ
年
之
間
御
請
所
被
　
仰
付
候
様
奉
願
候
処
、
願
之
通
被
　

仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之
御
請
証
文
奉
差
上
候
処
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
津
宿
御
本
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
七
左
衛
門

　
　
嘉
永
五
年

　
　
　
子
十
一
月

河
野
栄
蔵
殿

井（
抹
消
線
は
原
文
書
マ
マ
）

上
五
郎
市
殿

原
田
定
市
殿
�

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
か
ら
五
年
間
、
請
所
を
再
び
命
じ
ら
れ
た
際
の
請
け
書

で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
に
よ
り
、
御
飛
脚
請
場
所
に
は
請
負
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

田
中
家
の
場
合
、
五
ヶ
年
を
単
位
と
し
て
更
新
を
望
み
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
四
月
に
提
出
さ
れ
た
御
請
証

文
を
事
例
に
見
て
い
く
と
、
ま
ず
天
保
四
年
二
月
二
十
三
日
に
、
松
江
藩
の
楽
長
次
郎
と

原
惣
左
衛
門
か
ら
草
津
宿
本
陣
に
宛
て
て
書
状
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
�

。

こ
れ
は
飛
脚
の
継
続
願
い
を
送
付
す
る
よ
う
に
促
し
た
内
容
で
、
前
回
は
文
政
九
年
（
一

八
二
六
）
か
ら
天
保
元
年
（
一
八
三
一
）
ま
で
の
五
年
間
と
の
約
束
で
あ
っ
た
が
、
す
で

に
期
限
が
切
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
願
い
が
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、

「
先
例
の
通
り
」
願
書
を
作
成
し
、
速
達
便
で
送
る
よ
う
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
同
年
三
月
に
、
本
陣
か
ら
松
江
藩
の
勘
定
所
に
宛
て
て
「
飛
脚
請
所
」
継
続

の
願
書
が
出
さ
れ
た
�

。
こ
の
際
、
右
の
史
料
で
指
摘
が
あ
っ
た
通
り
、
前
年
に
遡
っ
て
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が
幕
府
か
ら
人
馬
賃
銭
の
三
割
増
し
の
継
続
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
承
け
、
飛
脚
で
あ
る

状
箱
持
ち
人
に
対
し
て
も
賃
銀
の
三
割
増
し
の
継
続
を
求
め
た
の
が
右
の
願
書
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
松
江
藩
の
状
箱
継
ぎ
立
て
に
関
わ
る
費
用
の
手
当
て
は
、
幕
府
の
定
め
た
人

馬
賃
銭
に
対
す
る
割
り
増
し
と
連
動
し
て
い
た
。
幕
府
は
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
、
こ

の
年
の
御
定
賃
銭
を
元
賃
銭
と
し
て
、
物
価
に
応
じ
て
一
定
期
間
割
増
銭
を
加
算
し
、
通

行
者
と
宿
駅
の
負
担
を
調
整
し
て
い
た
が
、
右
の
久
世
宿
の
史
料
を
み
る
と
、
人
馬
賃
銭

の
割
り
増
し
を
更
新
す
る
た
び
に
、
本
陣
か
ら
松
江
藩
へ
状
箱
賃
銭
の
割
増
し
を
要
求
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
こ
の
願
書
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
松
江
藩
の
勘
定
所
へ
届
け
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
宛
名
は
新
庄
駅
の
雲
州
役
所
（
＝
七
里
役
所
）
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
、
新
庄
と
久
世
の
間
に
あ
る
勝
山
・
美
甘
も
含
め
て
、
こ
の
辺
り
の
宿
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
吟
味
役
人
を
通
し
て
願
う
手
続
き
が
取
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
も
、
吟

味
役
人
が
他
宿
の
七
里
の
世
話
役
を
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
章
　
七
里
役
所
と
し
て
の
本
陣
の
機
能

第
一
節
　
本
陣
に
お
け
る
七
里
役
所
請
負
の
形
態

本
章
で
は
、
前
章
で
そ
の
存
在
を
指
摘
し
た
七
里
の
御
飛
脚
受
場
所
を
つ
と
め
た
本
陣

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
久
世
・
御
着
・
西
宮
・
草
津
の
計
四
つ

の
宿
が
御
飛
脚
受
場
所
に
該
当
す
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
久
世
宿
と
草
津
宿
の
二
つ

の
宿
に
光
を
当
て
、
本
陣
が
ど
の
よ
う
に
七
里
飛
脚
を
請
け
負
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。
特
に
本
節
で
は
、
久
世
宿
景
山
家
と
草
津
宿
田
中
家
に
よ
る
七
里
役
所
請
負

に
関
す
る
史
料
を
示
し
、
両
者
の
請
負
形
態
に
見
ら
れ
る
相
違
点
と
共
通
点
を
探
っ
て
い

く
。右

は
、
草
津
宿
田
中
家
に
の
こ
る
「
御
請
証
文
之
事
」
で
あ
る
。

も
吟
味
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
吟
味
役
人
が
広
範
囲
の
七
里
詰
を
管
轄
し
て
い
た
こ

と
も
窺
え
る
�

。

と
こ
ろ
で
、
新
庄
宿
の
七
里
役
所
宛
て
と
な
っ
た
書
状
の
中
に
は
、
草
津
宿
・
久
世
宿

と
も
に
状
箱
賃
銭
の
割
り
増
し
願
い
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
左
に
久
世
宿
の
景
山
家
に

残
る
文
書
を
掲
げ
る
。

　
　
乍
恐
奉
願
一
札
之
事

作
州
勝
山
美
甘
新
庄
三
駅
共
困
窮
ニ
付
、
御
公
儀
様
江
奉
願
五
ヶ
年
以
前
酉
年
よ
り

去
丑
年
迄
五
ヶ
年
之
間
人
馬
賃
銭
三
割
増
被
仰
付
、
右
ニ
付
而
御
状
箱
持
人
是
迄
御

定
之
賃
銀
ニ
而
者
難
渋
仕
候
旨
願
出
候
ニ
付
、
右
年
限
中
者
三
割
増
御
了
簡
奉
願
候

処
御
聞
届
被
下
置
候
、
然
ル
所
去
丑
年
迄
ニ
而
年
限
明
ニ
相
成
候
ニ
付
、
又
々
乍
恐

御
公
儀
様
へ
奉
願
候
処
、
願
之
通
当
寅
よ
り
来
ル
午
年
迄
引
続
五
ヶ
年
三
割
増
被
仰

付
候
ニ
付
、
御
状
箱
持
人
賃
銀
是
迄
之
通
御
了
簡
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
尤
当
宿

共
至
而
人
稀
之
所
柄
ニ
而
御
法
之
賃
銀
ニ
而
者
難
渋
仕
候
段
相
違
無
御
座
候
間
、
願

之
通
来
ル
午
年
迄
引
続
三
割
増
御
了
簡
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
庄
駅
御
本
陣

嘉
永
七
寅
年
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
六
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
世
駅
御
本
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
景
山
又
八
郎

　
　
雲
州
様

　
　
　
　
新
庄
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
　
　
役
　
　
　
所
�

（
史
料
中
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

七
里
の
御
飛
脚
受
場
所
を
引
き
受
け
る
に
あ
た
り
、
久
世
宿
の
景
山
家
は
状
箱
の
継
ぎ

送
り
費
用
を
、
年
間
銀
一
貫
目
で
請
け
負
っ
て
い
た
が
�

、
勝
山
・
美
甘
・
新
庄
の
三
駅
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天
保
二
年
（
一
八
三
二
）
か
ら
十
五
年
間
、
す
な
わ
ち
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
ま
で
請

所
の
継
続
を
願
っ
て
お
り
、
辻
褄
を
合
わ
せ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
願
書
で
は
請
所
の
継

続
と
合
わ
せ
て
、
人
馬
賃
銭
の
割
り
増
し
に
伴
う
状
箱
賃
銭
の
割
り
増
し
願
い
も
行
っ
て

い
る
の
で
、
直
接
、
勘
定
所
宛
て
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
年
四
月
に
請
証
文
を

提
出
し
た
が
�

、
願
い
で
は
十
五
年
間
を
希
望
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
ま
で
の
五
年
間
の
請
負
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
際
の
飛
脚
請

所
の
期
間
は
藩
の
意
向
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
後
日
、
同
年
五
月

十
八
日
付
で
、
請
負
の
継
続
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
松
江
藩
の
大
野
丹
助
と
楽
・

原
宛
に
二
通
の
礼
状
を
出
し
て
い
る
�

。

こ
の
よ
う
に
、
草
津
宿
の
田
中
家
の
場
合
、
期
間
を
区
切
り
な
が
ら
請
負
を
更
新
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
訳
で
あ
る
が
、
田
中
家
に
は
こ
れ
ら
請
負
証
文
が
宝
暦
五
年
（
一

七
五
五
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
の
約
百
年
間
分
、
願
書
の
み
残
る
年
も
含

め
る
と
、
二
十
件
の
証
文
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
一
覧
に
し
た
の
が
表
５
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
草
津
宿
田
中
家
は
実
際
に
五
年
、
も
し
く
は
十
年
の
期
限
で
七
里
役
所
を

請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
『
松
江
藩
列
士
録
』�
を
参
照
し
て
、
証
文
の
宛
名
に
見
え
る
松
江
藩
の
役
人
を

調
べ
た
結
果
、
近
世
中
期
に
お
い
て
は
御
小
人
奉
行
が
七
里
役
所
を
管
轄
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
勘
定
所
宛
て
の
証
文
を
機
に
、

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
以
降
は
御
小
人
奉
行
を
補
佐
す
る
立
場
で
あ
る
、
御
小
頭
の
所

管
へ
と
変
化
し
た
よ
う
で
あ
る
�

。
御
小
人
奉
行
は
、
御
小
人
と
し
て
藩
に
仕
え
雑
務
を

勤
め
る
者
を
指
揮
す
る
役
割
で
あ
る
が
、
そ
の
御
小
人
の
中
に
、
諸
役
所
の
使
人
や
城
・

堀
の
掃
除
、
出
火
の
際
の
消
火
活
動
等
を
担
当
す
る
者
と
と
も
に
、
七
里
飛
脚
を
勤
め
た

百
人
者
が
い
た
�

。
し
た
が
っ
て
、
百
人
者
を
管
轄
す
る
御
小
人
奉
行
や
配
下
の
御
小
頭

が
、
飛
脚
請
場
所
で
あ
る
本
陣
と
の
や
り
と
り
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
御
請
証
文
之
事

　
当
駅
御
継
飛
脚
御
請
所
、
昨
亥
九
月
迄
ニ
而
御
年
限
ニ
相
成
候
ニ
付
、
尚
又
亥
九

月
ゟ
来
ル
辰
八
月
中
五
ヶ
年
之
間
御
請
所
被

　
仰
付
候
様
奉
願
候
処
、
願
之
通
被

　

仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之
御
請
証
文
奉
差
上
候
処
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
津
宿
御
本
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
七
左
衛
門

　
　
嘉
永
五
年

　
　
　
子
十
一
月

河
野
栄
蔵
殿

井（
抹
消
線
は
原
文
書
マ
マ
）

上
五
郎
市
殿

原
田
定
市
殿
�

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
九
月
か
ら
五
年
間
、
請
所
を
再
び
命
じ
ら
れ
た
際
の
請
け
書

で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
に
よ
り
、
御
飛
脚
請
場
所
に
は
請
負
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

田
中
家
の
場
合
、
五
ヶ
年
を
単
位
と
し
て
更
新
を
望
み
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
四
月
に
提
出
さ
れ
た
御
請
証

文
を
事
例
に
見
て
い
く
と
、
ま
ず
天
保
四
年
二
月
二
十
三
日
に
、
松
江
藩
の
楽
長
次
郎
と

原
惣
左
衛
門
か
ら
草
津
宿
本
陣
に
宛
て
て
書
状
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
�

。

こ
れ
は
飛
脚
の
継
続
願
い
を
送
付
す
る
よ
う
に
促
し
た
内
容
で
、
前
回
は
文
政
九
年
（
一

八
二
六
）
か
ら
天
保
元
年
（
一
八
三
一
）
ま
で
の
五
年
間
と
の
約
束
で
あ
っ
た
が
、
す
で

に
期
限
が
切
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
願
い
が
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、

「
先
例
の
通
り
」
願
書
を
作
成
し
、
速
達
便
で
送
る
よ
う
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
同
年
三
月
に
、
本
陣
か
ら
松
江
藩
の
勘
定
所
に
宛
て
て
「
飛
脚
請
所
」
継
続

の
願
書
が
出
さ
れ
た
�

。
こ
の
際
、
右
の
史
料
で
指
摘
が
あ
っ
た
通
り
、
前
年
に
遡
っ
て
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際
に
草
津
宿
の
隣
接
宿
に
あ
た
る
石
部
宿
の
問
屋
か
ら
来
た
送
り
状
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
覚

一
油
紙
包
御
状
箱
壱
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
り
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
紙
包
壱
荷

　
右
之
通
慥
ニ
奉
受
取
辰
刻
水
口
宿
へ
御
継
立
仕
候
、
以
上

　
　
三
月
三
日
　
　
　
石
部
（
問
屋
　
印
）

　
　
　
　
巳
上
刻

　
草
津
宿

　
　
雲
州
様

　
　
　
御
役
所
�

右
に
見
え
る
「
油
紙
包
」
は
書
状
の
包
み
の
こ
と
で
、
油
を
染
ま
せ
る
こ
と
で
防
水
効

果
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
江
戸
方
面
に
送
る
書
状
を
、
石
部
宿
か
ら
水
口
宿
へ
送
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
石
部
宿
の
手
前
に
当
る
草
津
宿
へ
送
り
状
の
覚
え
書
を
渡
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
通
り
、
松
江
藩
の
状
箱
を
宿
継
で
運
送
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

し
か
し
、
各
七
里
詰
役
人
は
送
り
状
と
御
用
留
帳
の
記
載
上
で
は
、
何
刻
に
受
け
取
っ

て
次
点
の
七
里
詰
へ
送
っ
た
か
と
い
う
点
を
記
入
し
て
お
り
、
左
の
よ
う
な
形
式
で
あ
っ

た
。

　
　
「
江
戸
御
状
箱
」

　
　
　
　
石
薬
師
　
何
月
十
五
日
寅
上
刻
に
参
着
則
土
山
へ
遣
し
申
候
以
上

　
　
　
　
土
山
　
何
月
十
六
日
午
上
刻
に
参
着
則
草
津
へ
遣
し
申
候
以
上

宿
の
場
合
、
本
陣
宿
を
勤
め
う
る
複
数
の
家
が
存
在
し
、
松
江
藩
の
本
陣
宿
や
七
里
請
所

も
変
更
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
期
間
を
区
切
っ
た
請
負
形
態
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
実

際
、
田
中
家
の
史
料
に
は
、
飛
脚
継
立
に
関
す
る
難
渋
願
い
を
出
し
た
こ
と
を
理
由
に
し

て
、
松
江
藩
か
ら
七
里
請
所
と
本
陣
職
を
解
任
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
し
、
新
庄

詰
の
吟
味
役
人
に
送
っ
た
書
状
が
存
在
す
る
�

。
こ
こ
か
ら
、
た
と
え
採
算
が
合
わ
な
く

て
も
本
陣
宿
を
続
け
る
た
め
に
、
七
里
請
所
を
一
揃
い
で
引
き
受
け
て
い
た
可
能
性
が
う

か
が
え
よ
う
。

第
二
節
　
本
陣
が
請
け
負
う
場
合
の
継
立
の
実
態

本
節
で
は
、
宿
の
本
陣
が
七
里
飛
脚
を
請
け
負
っ
た
場
合
の
継
ぎ
立
て
の
実
態
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
草
津
の
東
隣
の
七
里
で
あ
る
土
山
駅
か
ら
、
草
津
‐
土
山
間
に
所

在
す
る
水
口
・
石
部
宿
の
問
屋
宛
て
の
達
書
で
あ
る
。

毎
度
御
面
倒
ニ
者
候
得
共
、
此
壱
通
急
便
有
次
第
、
草
津
駅
役
所
迄
御
添
送
り
被
下

度
頼
入
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
土
山
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
州
役
所
（
判
）

申
五
月
□
□虫

損

日
辰
刻
出

　
　
　
　
　
水
口
宿

　
　
　
　
　
石
部
宿

　
　
　
　
　
　
御
問
屋
中
�

こ
の
よ
う
に
、
松
江
藩
関
係
の
急
便
（
二
ツ
判
、
三
ツ
判
）
が
あ
る
場
合
に
は
草
津
駅

役
所
ま
で
問
屋
に
よ
る
宿
継
で
送
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
実
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以
上
、
草
津
宿
田
中
家
に
お
け
る
七
里
役
所
請
負
の
実
態
を
み
て
き
た
が
、
次
に
同
じ

く
御
飛
脚
受
場
所
を
つ
と
め
た
久
世
宿
本
陣
の
景
山
家
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
本
陣
職
交
代

に
関
す
る
書
留
に
基
づ
き
考
察
す
る
。

　
乍
恐
御
願
奉
申
上
候
事

私
義
近
来
老
衰
仕
、
御
本
陣
并
七
里
役
所
受
其
外
諸
御
用
向
相
勤
兼
候
ニ
付
、
忰
高

五
郎
義
今
般
又
八
郎
与
改
名
為
致
、
諸
事
相
譲
度
奉
存
候
間
、
乍
恐
是
迄
之
通
リ
被

　

仰
付
被
為
下
置
之
奉
願
上
候
、
依
之
書
付
奉
差
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
世
駅
御
本
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
景
山
又
八
郎

　
嘉
永
二
酉
年
十
月
�

右
は
、
景
山
家
当
主
の
又
八
郎
が
老
衰
で
御
用
向
き
を
勤
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

た
め
、
「
御
本
陣
向
并
継
飛
脚
受
所
」
の
二
つ
を
息
子
で
あ
る
高
五
郎
へ
譲
る
こ
と
を
願

い
出
た
文
書
で
あ
る
。
そ
の
後
、
楽
長
次
郎
・
原
惣
左
衛
門
連
署
で
、
詳
細
を
重
役
中
へ

上
申
し
た
と
こ
ろ
、
願
い
の
通
り
聞
き
届
け
ら
れ
た
と
回
答
が
あ
っ
た
�

。
さ
ら
に
そ
の

四
年
後
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
八
月
五
日
に
は
、
養
父
の
又
八
郎
が
亡
く
な
っ
た
た

め
松
江
藩
へ
届
け
を
出
し
、
高
五
郎
が
本
陣
職
と
七
里
請
所
を
受
け
継
い
で
い
る
�

。
こ

れ
ら
久
世
宿
景
山
家
の
本
陣
職
交
代
に
関
わ
る
文
書
を
見
る
と
、
同
家
の
場
合
、
本
陣
職

と
飛
脚
請
所
が
家
督
相
続
に
と
も
に
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
、
景
山
家

の
史
料
に
は
、
草
津
宿
田
中
家
の
よ
う
な
請
負
証
文
は
見
当
た
ら
な
い
。

以
上
、
草
津
宿
田
中
家
と
久
世
宿
景
山
家
の
両
本
陣
に
お
け
る
七
里
役
所
請
負
の
形
態

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
久
世
宿
の
景
山
家
に
お
い
て
は
本
陣
職
と
七
里
請
所
が
家

督
相
続
時
に
継
承
さ
れ
る
一
揃
い
の
役
職
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
草
津
宿
の
田

中
家
で
は
、
七
里
の
請
負
に
は
年
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
違
い
の
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
う
し
た
違
い
が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
交
通
の
繁
華
な
草
津
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表５ 草津宿本陣田中七左衛門家の七里役所請負の継続状況 

 

き書肩の物人名宛るえみに』録士列『考備名宛暦西暦和

宝暦5年 1755 落合伴六
2代目落合伴六
寛延3年御小人奉行10ヶ年仰付

宝暦10年 1760 小田熊右衛門
2代目小田熊右衛門
宝暦10年格式役組外御小人奉行仰付

明和3年 1776 篠原弥兵衛
5代目篠原弥兵衛
明和2年御小人奉行仰付

明和7年 1770 楠田兵右衛門 〔楠田兵馬が明和4年に御小人奉行仰付〕

安永9年 1780 近藤庄蔵
2代目近藤庄蔵
安永6年御小人奉行仰付

寛政2年 1790 松田太郎左衛門

寛政7年 1795 比企伝右衛門
3代目比企伝右衛門
寛政7年御小人奉行仰付

寛政12年 1800 松山安左衛門

文化2年 1805 今村佐右衛門
5代目今村佐右衛門
文化2年御小人奉行10ヶ年仰付

文化7年 1810 今村佐右衛門 同

文政2年 1819 星野助右衛門 （願）
6代目星野助右衛門
文政元年御小人奉行仰付

文政11年 1828 御勘定所
天保4年 1833 楽長次郎　原惣左衛門
天保7年 1836 楽長次郎　原惣左衛門
天保12年 1841 井上五郎市　楽長次郎 小頭（木屋本陣文書より）
弘化4年 1847 楽長次郎　井上五郎市 同
嘉永5年 1852 河野栄蔵　原田定市
安政4年 1857 永岡平作　原田啓左衛門 （願）
文久2年 1862 永岡平作　原田覚右衛門
元治元年 1864 永岡平作　原田覚右衛門 （願）

表５　草津宿本陣田中七左衛門家の七里役所請負の継続状況
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際
に
草
津
宿
の
隣
接
宿
に
あ
た
る
石
部
宿
の
問
屋
か
ら
来
た
送
り
状
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
覚

一
油
紙
包
御
状
箱
壱
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
り
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
油
紙
包
壱
荷

　
右
之
通
慥
ニ
奉
受
取
辰
刻
水
口
宿
へ
御
継
立
仕
候
、
以
上

　
　
三
月
三
日

　
　
　
石
部
（
問
屋

　
印
）

　
　
　
　
巳
上
刻

　
草
津
宿

　
　
雲
州
様

　
　
　
御
役
所
�

右
に
見
え
る
「
油
紙
包
」
は
書
状
の
包
み
の
こ
と
で
、
油
を
染
ま
せ
る
こ
と
で
防
水
効

果
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
江
戸
方
面
に
送
る
書
状
を
、
石
部
宿
か
ら
水
口
宿
へ
送
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
石
部
宿
の
手
前
に
当
る
草
津
宿
へ
送
り
状
の
覚
え
書
を
渡
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
通
り
、
松
江
藩
の
状
箱
を
宿
継
で
運
送
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

し
か
し
、
各
七
里
詰
役
人
は
送
り
状
と
御
用
留
帳
の
記
載
上
で
は
、
何
刻
に
受
け
取
っ

て
次
点
の
七
里
詰
へ
送
っ
た
か
と
い
う
点
を
記
入
し
て
お
り
、
左
の
よ
う
な
形
式
で
あ
っ

た
。

　
　
「
江
戸
御
状
箱
」

　
　
　
　
石
薬
師
　
何
月
十
五
日
寅
上
刻
に
参
着
則
土
山
へ
遣
し
申
候
以
上

　
　
　
　
土
山
　
何
月
十
六
日
午
上
刻
に
参
着
則
草
津
へ
遣
し
申
候
以
上

宿
の
場
合
、
本
陣
宿
を
勤
め
う
る
複
数
の
家
が
存
在
し
、
松
江
藩
の
本
陣
宿
や
七
里
請
所

も
変
更
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
期
間
を
区
切
っ
た
請
負
形
態
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
実

際
、
田
中
家
の
史
料
に
は
、
飛
脚
継
立
に
関
す
る
難
渋
願
い
を
出
し
た
こ
と
を
理
由
に
し

て
、
松
江
藩
か
ら
七
里
請
所
と
本
陣
職
を
解
任
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
危
惧
し
、
新
庄

詰
の
吟
味
役
人
に
送
っ
た
書
状
が
存
在
す
る
�

。
こ
こ
か
ら
、
た
と
え
採
算
が
合
わ
な
く

て
も
本
陣
宿
を
続
け
る
た
め
に
、
七
里
請
所
を
一
揃
い
で
引
き
受
け
て
い
た
可
能
性
が
う

か
が
え
よ
う
。

第
二
節

　
本
陣
が
請
け
負
う
場
合
の
継
立
の
実
態

本
節
で
は
、
宿
の
本
陣
が
七
里
飛
脚
を
請
け
負
っ
た
場
合
の
継
ぎ
立
て
の
実
態
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
草
津
の
東
隣
の
七
里
で
あ
る
土
山
駅
か
ら
、
草
津
‐
土
山
間
に
所

在
す
る
水
口
・
石
部
宿
の
問
屋
宛
て
の
達
書
で
あ
る
。

毎
度
御
面
倒
ニ
者
候
得
共
、
此
壱
通
急
便
有
次
第
、
草
津
駅
役
所
迄
御
添
送
り
被
下

度
頼
入
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
土
山
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
州
役
所
（
判
）

申
五
月
□
□虫

損

日
辰
刻
出

　
　
　
　
　
水
口
宿

　
　
　
　
　
石
部
宿

　
　
　
　
　
　
御
問
屋
中
�

こ
の
よ
う
に
、
松
江
藩
関
係
の
急
便
（
二
ツ
判
、
三
ツ
判
）
が
あ
る
場
合
に
は
草
津
駅

役
所
ま
で
問
屋
に
よ
る
宿
継
で
送
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
実
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当
又
御
老
量
御
割
賦
罷
成
候
、
以
上
�

　
こ
の
よ
う
に
松
江
藩
は
藩
内
の
村
か
ら
男
性
を
選
出
さ
せ
、
百
人
者
と
し
て
雇
っ
て

い
た
。
東
長
江
村
は
今
回
「
順
番
」
に
当
た
っ
て
お
り
、
近
隣
の
村
々
か
ら
輪
番
で
百
人

者
を
選
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
百
人
者
と
は
こ
の
よ
う
に
藩
内
の
村
か
ら
召
し
出
さ

れ
た
者
た
ち
を
内
包
し
た
身
分
で
あ
り
、
実
際
書
状
等
の
継
ぎ
立
て
に
当
た
っ
た
者
に
も

こ
の
よ
う
な
農
民
層
の
者
が
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
�

。

第
三
章
　
藩
主
の
参
勤
交
代
に
み
る
七
里
飛
脚
の
利
用
実
態

第
一
節
　
松
江
藩
主
九
代
斉
貴
、
十
代
定
安
の
利
用
実
態

本
章
で
は
、
本
陣
の
主
機
能
で
あ
る
大
名
の
宿
泊
時
を
例
と
し
て
、
七
里
飛
脚
の
利
用

実
態
を
考
察
し
た
い
。
分
析
対
象
と
す
る
の
は
久
世
宿
の
景
山
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
の
う

ち
「
雲
州
様
御
用
留
」
と
題
し
た
帳
簿
三
冊
の
う
ち
二
冊
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四

九
）
か
ら
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
ま
で
の
も
の
と
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
か
ら
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
の
も
の
を
分
析
対
象
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
御
用
留
に
は
主
に

松
江
藩
主
と
広
瀬
藩
主
が
道
中
休
泊
す
る
際
の
触
・
達
・
届
が
含
ま
れ
て
お
り
、
参
勤
交

代
に
関
わ
る
藩
側
の
布
達
と
本
陣
の
動
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
表
６
は
松
江
藩
藩
主
の
参
勤
交
代
時
に
お
け
る
飛
脚
の
利
用
状
況
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
九
代
斉
貴
帰
国
道
中
を
見
て
み

る
と
、
ま
ず
参
勤
交
代
の
日
程
の
半
年
前
に
あ
た
る
前
年
九
月
五
日
に
、
藩
側
か
ら
休
泊

す
る
予
定
の
本
陣
に
予
約
を
と
る
こ
と
が
分
か
る
。
宿
泊
予
定
と
な
っ
た
本
陣
に
宛
て
て

予
定
日
が
空
い
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
と
り
、
支
障
が
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
確
定
と

な
る
。
そ
の
連
絡
に
際
し
て
は
、
先
触
と
休
泊
す
る
本
陣
を
記
し
た
宿
割
を
送
っ
て
お

り
、
細
か
い
用
件
が
あ
る
場
合
は
「
な
お
委
細
飛
脚
の
者
へ
申
し
含
め
候
」
と
飛
脚
に
伝

言
す
る
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
九
月
五
日
の
先
触
を
受
け
て
九
月
に
大
庄
屋
へ

楯
縫
郡
西
々
郷
村
の
出
自
の
者
で
、
三
十
年
ほ
ど
作
州
に
駆
け
落
ち
し
て
い
た
が
、
去
年

の
七
月
に
右
に
述
べ
た
よ
う
に
飛
脚
で
送
っ
て
い
た
状
箱
を
打
ち
捨
て
て
金
目
の
物
を

奪
っ
た
と
い
う
。
新
五
郎
が
行
っ
た
よ
う
な
窃
盗
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
、
第
一
章
第
一
節
で
掲
げ
た
史
料
に
あ
る
通
り
、
松
江
藩
は
「
た
し
か
な
る

者
」
を
雇
う
よ
う
指
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
百
人
者
は
ど

の
よ
う
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
か
。
次
の
史
料
を
見
る
と
、
村
の
百
姓
か
ら
取
り
立
て
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
覚

　
百
人
者
壱
人

右
此
度
御
入
用
之
由
ニ
付
其
の
郡
へ
壱
割
府
　
候
条
、
例
之
通
歳
丈
ヶ
男
振
等
相

選
、
来
月
朔
日
朝
六
ツ
半
時
自
分
か
た
へ
罷
越
、
差
紙
取
之
御
小
人
方
へ
□
出
候
様

可
申
付
候
、
以
上

　
七
月
廿
二
日

　
井
上
善
右
衛
門

　
　
　
　
下
郡
理
右
衛
門
殿

　
　
　
　
与
頭
藤
兵
衛
殿

　
　
　
　
与
頭
儀
平
次
殿

右
之
通
百
人
者
御
割
賦
被
仰
付
此
度
ハ
東
長
江
村
順
番
与
相
見
へ
候
得
共
当
又
御
見

合
罷
来
歳
筈
成
男
振
等
御
小
人
相
選
別
人
ニ
不
相
成
も
の
御
日
限
無
間
違
可
出
候
様

御
申
付

　
生
所
宗
門
宗
門
前
条
□
之
旨
□
付
御
取
置
罷
成
候
、
以
上

　
七
月
□
□
日

　
下
郡
理
右
衛
門

　
　
　
　
与
頭
藤
兵
衛
殿

　
　
　
　
与
頭
儀
平
次
殿

追
啓
先
達
而
百
人
も
の
壱
人
御
割
賦
被
仰
付
東
長
江
村
ゟ
差
□
候
処
其
節
ハ
御
不
用

ニ
相
成
候
ニ
付
此
度
又
東
長
江
村
順
番
ニ
相
当
候
　
□
文
之
通
御
身
御
申
被
上
候
　

〔34〕

　
　
　
　
坂新

庄

詰

役

人

本
磯
右
衛
門
様

　
　
　
　
立
原
八
十
左
衛
門
様
�

こ
の
請
書
で
は
、
状
箱
等
を
運
ぶ
飛
脚
が
途
中
交
代
し
な
い
旨
が
誓
約
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
出
雲
街
道
に
お
い
て
も
、
草
津
宿
周
辺
と
同
様
に
状
箱
の
継
送
り
に
関
し
て
は
前

後
の
宿
で
受
取
書
を
交
わ
す
仕
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
継
送
り

方
の
点
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
久
世
宿
本
陣
景
山
又

八
郎
か
ら
新
庄
駅
雲
州
役
所
宛
て
に
出
さ
れ
た
「
状
箱
持
人
賃
銀
割
増
願
」
に
左
の
記
述

が
み
え
る
。

但
（
中
略
）
御
状
箱
之
儀
ハ
宿
継
人
足
ニ
而
ハ
山
分
之
宿
々
故
手
間
取
、
刻
切
ニ
相

成
候
ニ
付
、
通
し
人
足
ニ
仕
候
間
、
当
駅
割
増
之
通
被
下
置
度
奉
願
上
候
�

久
世
宿
は
山
間
地
の
宿
で
あ
る
た
め
宿
継
で
は
手
間
取
る
こ
と
が
あ
り
、
既
定
の
時
間

内
に
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
刻
切
れ
に
な
る
）
の
で
、
通
し
人
足
で
運
送
し
て
い
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
草
津
宿
と
は
反
対
に
次
の
七
里
役
所
ま
で
一
人
の
飛
脚
で
運
ん

で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
久
世
宿
は
山
間
地
で
あ
る
と
い
う
地
形

の
問
題
と
と
も
に
、
草
津
宿
の
方
は
東
海
道
上
の
宿
場
と
し
て
隣
接
宿
の
継
立
機
構
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
宿
継
の
方
が
便
利
で
あ
っ
た
な
ど
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
本
陣
請
負
で
あ
っ
て
も
飛
脚
の
運
送
形
態
に
は
内
実
の
異
な
る
部
分
が
存
在
し
、
そ

れ
ぞ
れ
周
囲
の
環
境
に
応
じ
た
選
択
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
本
章
の
最
後
に
、
飛
脚
業
務
に
当
っ
た
者
達
が
ど
の
よ
う
な
身
分
の
者
で
あ
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

出
雲
国
秋
鹿
郡
の
郡
村
役
人
を
勤
め
た
池
尻
家
の
文
書
に
は
、
新
五
郎
と
名
乗
る
者
が

久
世
か
ら
新
庄
へ
継
ぎ
送
る
飛
脚
の
人
足
を
勤
め
て
い
た
道
中
で
、
状
箱
を
捨
て
た
と
し

て
打
ち
首
に
な
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
�

。
こ
の
新
五
郎
と
名
乗
る
男
、
松
江
藩
内
の

　
　
　
　
草
津
　
何
月
十
六
日
戌
中
刻
参
着
則
伏
見
へ
遣
し
申
候
以
上

　
　
　
　
伏
見
�

こ
の
よ
う
に
、
状
箱
に
添
え
る
送
り
状
だ
け
見
る
と
、
七
里
役
所
の
み
を
中
継
し
て
状

箱
の
継
ぎ
立
て
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
七

里
詰
間
に
あ
る
宿
の
問
屋
を
頼
り
、
宿
継
で
継
ぎ
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
東
海
道
か
ら
離
れ
た
久
世
宿
本
陣
で
は
ど
の
よ
う
に
継
ぎ
立
て
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
章
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
、
四
ヶ
所
の
本
陣
宛
て
に
出
さ
れ
た
触

書
を
受
け
て
、
景
山
家
が
提
出
し
た
請
書
を
見
て
み
よ
う
。

嘉
永
二
年
四
月
六
日
写
「
御
請
申
一
札
之
事
」

　
御
請
申
一
札
之
事

今
般
御
状
箱
継
送
リ
之
義
、
是
迄
与
者
格
別
慥
成
者
ニ
為
持
御
継
送
リ
仕
、
并
ニ
途

中
ニ
而
替
荷
等
不
仕
、
尚
又
西
者
新
庄
御
詰
役
様
江
慥
ニ
御
渡
し
申
上
御
受
取
書
取

帰
、
追
而
勝
間
田
御
詰
役
様
御
越
之
節
御
渡
し
可
申
上
候
、
東
者
勝
間
田
御
詰
役
様

江
慥
ニ
御
渡
し
申
上
御
受
取
書
取
帰
リ
、
追
而
新
庄
御
詰
役
様
御
越
之
節
御
渡
し
可

申
上
候
、
若
又
新
庄
勝
間
田
江
持
送
リ
罷
越
候
節
、
御
詰
役
様
御
□
主
中
ニ
候
ハ
ヽ

御
出
会
申
候
処
迄
才
料
仕
罷
越
可
申
、
途
中
ニ
而
も
御
出
会
不
申
候
節
者
、
西
者
溝

口
東
者
佐
用
迄
□
才
料
仕
御
詰
役
様
江
慥
ニ
御
渡
し
申
上
御
受
取
書
取
帰
リ
可
申

候
、
御
継
送
リ
方
之
義
今
般
別
而
厳
重
被
仰
付
候
上
者
、
已
来
急
度
相
心
得
格
別
慥

成
も
の
ヲ
以
持
送
聊
□
略
無
之
様
種
々
入
念
御
継
送
リ
可
申
上
候
、
為
其
御
請
一
札

差
上
申
候
処
、
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
世
駅
御
本
陣

　
嘉
永
二
酉
年
四
月
六
日
　
　
　
　
　
景
山
又
八
郎
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当
又
御
老
量
御
割
賦
罷
成
候
、
以
上
�

　
こ
の
よ
う
に
松
江
藩
は
藩
内
の
村
か
ら
男
性
を
選
出
さ
せ
、
百
人
者
と
し
て
雇
っ
て

い
た
。
東
長
江
村
は
今
回
「
順
番
」
に
当
た
っ
て
お
り
、
近
隣
の
村
々
か
ら
輪
番
で
百
人

者
を
選
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
百
人
者
と
は
こ
の
よ
う
に
藩
内
の
村
か
ら
召
し
出
さ

れ
た
者
た
ち
を
内
包
し
た
身
分
で
あ
り
、
実
際
書
状
等
の
継
ぎ
立
て
に
当
た
っ
た
者
に
も

こ
の
よ
う
な
農
民
層
の
者
が
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
�

。

第
三
章

　
藩
主
の
参
勤
交
代
に
み
る
七
里
飛
脚
の
利
用
実
態

第
一
節

　
松
江
藩
主
九
代
斉
貴
、
十
代
定
安
の
利
用
実
態

本
章
で
は
、
本
陣
の
主
機
能
で
あ
る
大
名
の
宿
泊
時
を
例
と
し
て
、
七
里
飛
脚
の
利
用

実
態
を
考
察
し
た
い
。
分
析
対
象
と
す
る
の
は
久
世
宿
の
景
山
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
の
う

ち
「
雲
州
様
御
用
留
」
と
題
し
た
帳
簿
三
冊
の
う
ち
二
冊
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四

九
）
か
ら
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
ま
で
の
も
の
と
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
か
ら
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
の
も
の
を
分
析
対
象
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
御
用
留
に
は
主
に

松
江
藩
主
と
広
瀬
藩
主
が
道
中
休
泊
す
る
際
の
触
・
達
・
届
が
含
ま
れ
て
お
り
、
参
勤
交

代
に
関
わ
る
藩
側
の
布
達
と
本
陣
の
動
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
表
６
は
松
江
藩
藩
主
の
参
勤
交
代
時
に
お
け
る
飛
脚
の
利
用
状
況
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
九
代
斉
貴
帰
国
道
中
を
見
て
み

る
と
、
ま
ず
参
勤
交
代
の
日
程
の
半
年
前
に
あ
た
る
前
年
九
月
五
日
に
、
藩
側
か
ら
休
泊

す
る
予
定
の
本
陣
に
予
約
を
と
る
こ
と
が
分
か
る
。
宿
泊
予
定
と
な
っ
た
本
陣
に
宛
て
て

予
定
日
が
空
い
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
と
り
、
支
障
が
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
確
定
と

な
る
。
そ
の
連
絡
に
際
し
て
は
、
先
触
と
休
泊
す
る
本
陣
を
記
し
た
宿
割
を
送
っ
て
お

り
、
細
か
い
用
件
が
あ
る
場
合
は
「
な
お
委
細
飛
脚
の
者
へ
申
し
含
め
候
」
と
飛
脚
に
伝

言
す
る
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
九
月
五
日
の
先
触
を
受
け
て
九
月
に
大
庄
屋
へ

楯
縫
郡
西
々
郷
村
の
出
自
の
者
で
、
三
十
年
ほ
ど
作
州
に
駆
け
落
ち
し
て
い
た
が
、
去
年

の
七
月
に
右
に
述
べ
た
よ
う
に
飛
脚
で
送
っ
て
い
た
状
箱
を
打
ち
捨
て
て
金
目
の
物
を

奪
っ
た
と
い
う
。
新
五
郎
が
行
っ
た
よ
う
な
窃
盗
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
た
め
、
第
一
章
第
一
節
で
掲
げ
た
史
料
に
あ
る
通
り
、
松
江
藩
は
「
た
し
か
な
る

者
」
を
雇
う
よ
う
指
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
百
人
者
は
ど

の
よ
う
に
取
り
立
て
ら
れ
た
の
か
。
次
の
史
料
を
見
る
と
、
村
の
百
姓
か
ら
取
り
立
て
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
覚

　
百
人
者
壱
人

右
此
度
御
入
用
之
由
ニ
付
其
の
郡
へ
壱
割
府

　
候
条
、
例
之
通
歳
丈
ヶ
男
振
等
相

選
、
来
月
朔
日
朝
六
ツ
半
時
自
分
か
た
へ
罷
越
、
差
紙
取
之
御
小
人
方
へ
□
出
候
様

可
申
付
候
、
以
上

　
七
月
廿
二
日

　
井
上
善
右
衛
門

　
　
　
　
下
郡
理
右
衛
門
殿

　
　
　
　
与
頭
藤
兵
衛
殿

　
　
　
　
与
頭
儀
平
次
殿

右
之
通
百
人
者
御
割
賦
被
仰
付
此
度
ハ
東
長
江
村
順
番
与
相
見
へ
候
得
共
当
又
御
見

合
罷
来
歳
筈
成
男
振
等
御
小
人
相
選
別
人
ニ
不
相
成
も
の
御
日
限
無
間
違
可
出
候
様

御
申
付
　
生
所
宗
門
宗
門
前
条
□
之
旨
□
付
御
取
置
罷
成
候
、
以
上

　
七
月
□
□
日
　
下
郡
理
右
衛
門

　
　
　
　
与
頭
藤
兵
衛
殿

　
　
　
　
与
頭
儀
平
次
殿

追
啓
先
達
而
百
人
も
の
壱
人
御
割
賦
被
仰
付
東
長
江
村
ゟ
差
□
候
処
其
節
ハ
御
不
用

ニ
相
成
候
ニ
付
此
度
又
東
長
江
村
順
番
ニ
相
当
候
　
□
文
之
通
御
身
御
申
被
上
候
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帰国 正月 久世

久世駅
　町年寄　太郎右衛門
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

届旨の休小駅当泊山津日4月2様守羽出）屋庄大（殿郎治信島福

中々各迄来安～川奈神所役戸江戸江日5月3

御国へ奥御納戸急御用弐ツ判格で順達
藤川佐次右衛門殿神奈川より安来まで見送り壱人御状箱御仕出し成さる
べく候
当人は廻状を所持していないが、江戸御役所願達御法の通り仰せ付けが
あるので、御承知なさるように

触 七里廻状

9月12日 〔江戸〕雲州　早田彦兵衛 〔各宿〕
出羽守殿来年の夏帰国、4月23日～27日江戸発
休泊に関して各宿へ支障の有無をきく

触
宿割付

廻状

10月 久世
久世御本陣
　景山又八郎
　外常之通

大庄屋
雲州様4月23日～4月27日江戸発、休泊について御請印形仕り候
御先触写しを添えてお届け申し上げる

届

〔1、2月〕 久世 久世駅御本陣　景山又八郎 〔大庄屋〕
雲州様4月23日～27日江戸発、5月14日～18日久世泊の予定が地震のため
差し延べで、5月15日～19日泊に変更

届

〔1、2月〕 久世

久世駅御本陣町年寄庄屋守助他御持
受兼
　景山又八郎
同町年寄庄屋守助他御受持
　正吉郎

〔大庄屋〕
雲州様4月23日～25日江戸発、5月15日～17日久世泊と確定
御受印形仕候

届

〕宿各〔助祖田米　州雲〕戸江〔日62月2

出羽守殿夏帰国4月23日～25日江戸発、中山道経由での休泊
休泊に関して支障の有無
各名之下に印形致し、此の飛脚の者へ御渡し給うべく候
猶委細飛脚の者へ申し含め候、松平出羽守殿御七里のある宿は、別紙廻
状の通り一覧に入れた上で同様に順達すること

触
宿割付

〔七里
廻状
付〕

3月24日 〔松江〕雲州　高橋紋右衛門 〔久世/各宿〕
出羽守殿夏帰国、道中入用の蝋燭配置させるので御受け取り置きし、
通行中米田祖助へ渡すこと

触 廻状

4月21日 〔松江〕雲州　大塚久太夫 〔久世/各宿〕
道中入用の品左の通り配置するので御受け取り置くこと
通行中米田祖助へ渡すこと

触 廻状

〕宿各/世久〔助祖田米　州雲〕戸江〔日71月4
出羽守殿帰国、4月23日江戸発
関札を持たせ差し出し候間、駅附の通り夫々へ御受け取り置き給うべく
候

触 廻状

4月17日 〔江戸〕

雲州
　板垣平助
　木村市兵衛
　小林左平太

武州板橋駅より伯州溝口駅迄
　所々泊休御本陣中

触候究相通之右代籠旅、国帰殿守羽出

5月 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎様
雲州様先月23日江戸発、5月15日久世泊に関して
10日に関札到来したこと

届

9月 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
雲州様3月10日～12日国元発、3月12日～14日久世泊
御請印形仕り候

届

認確を障支のてし関に泊休、定予を日21、日11、日01月3府参殿守羽出〕宿各〔夫太久塚大　州雲江松日朔月9
触
宿割付

廻状

安
政
3
年
（

1
8
5
6
）

〔3月8日〕 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
3月10日雲州様松江発、3月12日久世泊について
3月6日に関札到来したことをしらせる

届

〃〃世久〕月3〔
雲州様4月23日～25日江戸発予定、5月13日～15日に久世泊予定
これに関する御受印形

届

5月19日以前 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
雲州様4月23日～4月25日江戸発、5月13日～5月15日久世泊が延引
4月28日～5月1日発、5月19日～5月21日泊に変更に関して
受印形仕候

届

〕宿各〔殿郎八又山景助祖田米　州雲戸江日82月4
出羽殿夏帰国、4月23日～25日江戸発、休泊は去秋触の通りだったが
延引して4月28日、29日、5月1日に変更、支障の有無の確認

触 廻状

4月28日 〔江戸〕
雲州道中懸
　板垣平助、江角多四郎

景山又八郎様〔各宿〕 出羽殿4月28日江戸発が登城のため延引、近日また知らせる旨 触

〔5月22日
以前〕

〃〃〕戸江〔
少将様4月28日江戸発が5月16日発に変更
閏5月6日、7日、8日の内に久世泊

触

5月22日 久世 久世駅御本陣　景山又八郎 雲州様　御役衆中様 御太守様帰国、閏5月6日～8日に久世泊に関する御請書 請書

5月 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
雲州様4月28日～5月朔日江戸発、5月19日～21日久世泊が延引
　　　　5月16日江戸発、6月6日～8日久世泊に変更
御請書差し出し候に付き御届け申し上げる

届

5月21日 〔江戸〕
雲州道中懸
　板垣平助
　江角多四郎

景山又八郎様
少将殿5月19日吉原宿まで旅行、富士川満水のため休泊日変更
閏5月8日久世泊

触

閏5月 久世

久世駅
　御本陣
　　景山又八郎
　　外常之通

福島信治郎殿
雲州様5月6日久世泊の予定が、富士川満水のため
8日久世泊に変更の旨を別紙写しの通り達せられる

届

2月 久世

久世駅御本陣
　　景山又八郎
　町年寄
　　両人
　庄屋
　中庄屋

？
雲州瑤光翁様3月24日～26日国発、3月26日～28日久世泊
御受印形仕り候
御通行一切御省略に付御馳走など御断りの向き

届

せら知てし関に割宿、発国日62～日42月3殿翁光瑤〕宿各〔衛兵一佐田小　州雲江松？日5月2
触
宿割付

廻状

2月5日 松江 雲州　小田佐一兵衛
宿々
　御本陣中
　問屋場役人中

瑤光翁殿3月24日国発、旅行は格外に万端省略のものである
右の趣駅々詰合の御役人中まで、宿々において各より厚く御断りの趣御
申し通し給うべく候

触

2月 久世

久世駅御本陣
　　景山又八郎
　町年寄
　　両人
　庄屋
　中庄屋

大庄屋
4月5日雲州御出立山口軍兵衛殿御家内召連江戸へむかう
8日久世泊の先触が来た、御受印形仕り候
内々の承りで、御姫様出府の趣とのこと

届

2月5日 松江 雲州　小田佐一兵衛 〔各宿〕
雲州山口軍兵衛
右家内召連4月5日雲州立、宿割の知らせ

触
宿割付

廻状

前藩主
斉貴

出国

安
政
5
年
（

1
8
5
8
）

山口
軍兵衛

出府

１０代
定安

嘉
永
7
年
（

1
8
5
4
）

帰国

安
政
2
年
（

1
8
5
5
）

出府

帰国

安
政
4
年

（
1
8
5
7
）

容内りよ文本と名宛出差地信発付日号年向方体主
内容の
形式

状態

表６－２　10代藩主定安の参勤交代時の飛脚利用状況
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そ
の
旨
を
届
け
出
て
お
り
、
そ
の
後
の
藩
主
出
立
日
が
延
び
た
と

い
う
知
ら
せ
に
つ
い
て
も
、
大
庄
屋
へ
届
を
出
し
て
い
る
。
休
泊

の
知
ら
せ
が
届
い
た
時
や
本
陣
と
し
て
休
泊
を
請
け
負
う
こ
と
が

確
定
し
た
場
合
、
久
世
宿
本
陣
は
そ
の
つ
ど
大
庄
屋
へ
届
を
出
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
飛
脚
の
発
達
に
よ
っ
て
参
勤
交
代
に
よ
る
藩
主

出
立
の
細
か
な
情
報
が
本
陣
に
与
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
本
陣
を
通

じ
て
当
該
地
の
支
配
に
関
わ
る
立
場
の
大
庄
屋
に
も
共
有
さ
れ
る

と
い
う
、
情
報
の
広
ま
り
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
節

　
広
瀬
藩
主
九
代
直
諒
旅
行
時
の
利
用
実
態

景
山
家
は
七
里
請
所
で
あ
っ
た
の
で
、
廻
状
が
到
来
す
れ
ば
す

ぐ
に
そ
の
内
容
を
把
握
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
七
里
役
所
の
な

い
宿
で
か
つ
休
泊
す
る
予
定
の
本
陣
が
ど
の
よ
う
に
廻
状
を
受
け

取
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
他
の
七
里
役
所
は
ど
の
よ
う
に
情
報
を

得
て
い
た
の
か
、
そ
の
仕
組
み
を
本
節
で
み
て
い
き
た
い
。

前
節
で
検
討
し
た
松
江
藩
主
の
事
例
と
同
様
に
、
松
江
藩
支
藩

の
広
瀬
藩
主
九
代
直な

お

諒あ
き

御
旅
行
時
に
関
連
し
た
触
・
達
・
届
を
一

覧
に
し
た
も
の
が
表
７
で
あ
る
。
広
瀬
藩
の
場
合
は
松
江
藩
と
異

な
り
、
帰
国
時
と
出
府
時
と
も
に
久
世
を
休
泊
地
に
し
て
い
た
た

め
、
一
年
ご
と
に
往
復
す
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
帰
国
道
中
を
事
例
に
と
る
と
、
江

戸
よ
り
二
月
二
十
三
日
付
の
先
触
で
、
佐
渡
守
殿
（
広
瀬
藩
主
直

諒
）
が
四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
間
に
江
戸
を
出
立
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表 6 松江藩の飛脚利用状況 岡山県真庭市教育委員会所蔵、『景山清家文書』中の 39「雲州様御用留」及び『久

世町史 資料編第２巻（家わけ資料）』（久世町教育委員会、2005 年）中、41「雲州様御用留」より作成 
表 6－1 9 代斉貴の参勤交代時の飛脚利用状況 

 

容内りよ文本と名宛出差地信発付日号年向方体主
内容の
形式

状態

〕宿各〔八奥田多和戸江日11月4
少将殿帰国4月20日～29日江戸発のつもりが故障のため
閏4月16日～25日に延引

触 廻状

4月 久世

久世駅御本陣
　景山又八郎
町年寄
　高五郎
　□五郎
庄屋　又兵衛
中庄屋目木村
　美見徳左衛門

〔大庄屋〕

雲州様4月20日～29日江戸発、閏4月10日～19日久世泊が故障
あり、
閏4月16日～25日江戸発、5月11日～25日久世泊に変更
御請印形差し出す、先触れの写しを添える

届

閏4月18日 江戸 雲州　和多田奥八 景山又八郎殿
少将殿帰国4月20日江戸発、関札持たせ差し出し候間、駅付の
通りそれぞれへ御受け取り置き給うべく候

触 廻状

閏4月 江戸
高橋広七
原田夫平太
細田柳次

武州品川駅より伯州溝口駅
まで
　所々
　　泊休御本陣中

少将殿帰国につき道中泊休の旅籠代あい究め候 触

閏4月15日 〔江戸〕
岡茂助
野津藤助

景山又八郎殿
少将殿帰国参府の節、道中宿々において杖払いの者を2人ずつ
差し出すよう昨年から廻文にて掛け合ってきた。しかし今回
は諸事取縮めるため、杖払いの者は不要との旨

触 廻状

5月 久世
御本陣
村役人

届るけ届を件の要不はい払杖）屋庄大（殿門衛左忠藤近

5月1日 江戸 雲州　和多田奥八 景山又八郎殿
少将殿帰国閏4月23日江戸発の予定が、大井川満水につき28日
島田駅止宿、29日雨、今日袋井駅に着く
1日ずつ延引のため関札の日付を直していただくように

触 廻状

5月19日 勝間田

高橋広七
井山唯四郎
原田夫平太
細田柳次

景山又八郎様
少将殿帰国につき弟の駒次郎殿も同伴して通行の筈だった
が、駒次郎殿は勝間田駅へ滞留することになったので用意さ
れていた下宿は無用とのこと

触

5月19日 勝間田 雲州　坂本慎右衛門
坪井駅　新家弥蔵様
久世駅　景山又八郎様

少将殿帰国につき弟の駒次郎殿も同伴のところ故障があり駒
次郎殿のみ勝間田に滞留、20日出駕するので休泊変更の旨

触 廻状

9月5日 江戸 雲州　朝比奈猪兵衛 景山又八郎殿 少将殿帰国につき5月1日～10日江戸発
触
宿割付

廻状

宛屋庄大通之例面名世久月9
雲州様来年の5月1日～10日江戸発、21日～晦日久世泊の予定
御請け印形仕り候

届

4月16日 江戸 雲州　和多田奥八 景山又八郎殿
少将殿帰国5月1日～10日江戸発の予定が延引
5月16日～25日江戸発、6月7日～16日久世泊へ変更

触
宿割付

廻状

5月 久世
久世駅御本陣　景山又八郎
外常の通り

大庄屋所
雲州様5月1日～10日江戸発が延引、
5月16日～25日江戸発、6月7日～16日久世泊へ変更の旨
御請け印形仕

届

5月6日 江戸 雲州　和多田奥八 景山又八郎殿 少将殿帰国につき5月16日～25日江戸発がまた延引 触

〕屋庄大〔郎八又山景世久月5
雲州様5月16日～25日江戸発、6月7日～16日久世泊の予定が延
引になった旨のお届け

届

11月27日 江戸 雲州　和多田奥八 景山又八郎殿 少将殿帰国につき12月14日～23日江戸発
触
宿割付

廻状

12月 久世
久世駅御本陣　景山又八郎
外常の通り

大庄屋
雲州様12月14日～23日江戸発、来年正月9日～18日久世泊の予
定
御請け印形仕り候

届

〕宿各〔八奥田多和戸江日2月21
少将殿帰国につき12月14日江戸発、関札差し出すので駅付の
ものへ受け取り置くようにとの旨

触 廻状

嘉永5 正月 久世
久世駅御本陣　景山又八郎
外常の通り

大庄屋
雲州様12月14日江戸発正月9日久世泊
関札到来仕り候

届

９代
斉貴

帰国

嘉
永

2
年
（

1
8
4
9
）

帰国

嘉
永

3
年

（
1
8
5
0
）

嘉
永
4
年

（
1
8
5
1
）

帰国

表６－１　９代斉貴の参勤交代時の飛脚利用状況

表6　�松江藩の飛脚利用状況　岡山県真庭市教育委員会所蔵、『景山清家文書』中の39「雲州様御用留」

及び『久世町史　資料編第２巻（家わけ資料）』（久世町教育委員会、2005年）中、41「雲州様御

用留」より作成
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帰国 正月 久世

久世駅
　町年寄　太郎右衛門
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

届旨の休小駅当泊山津日4月2様守羽出）屋庄大（殿郎治信島福

中々各迄来安～川奈神所役戸江戸江日5月3

御国へ奥御納戸急御用弐ツ判格で順達
藤川佐次右衛門殿神奈川より安来まで見送り壱人御状箱御仕出し成さる
べく候
当人は廻状を所持していないが、江戸御役所願達御法の通り仰せ付けが
あるので、御承知なさるように

触 七里廻状

9月12日 〔江戸〕雲州　早田彦兵衛 〔各宿〕
出羽守殿来年の夏帰国、4月23日～27日江戸発
休泊に関して各宿へ支障の有無をきく

触
宿割付

廻状

10月 久世
久世御本陣
　景山又八郎
　外常之通

大庄屋
雲州様4月23日～4月27日江戸発、休泊について御請印形仕り候
御先触写しを添えてお届け申し上げる

届

〔1、2月〕 久世 久世駅御本陣　景山又八郎 〔大庄屋〕
雲州様4月23日～27日江戸発、5月14日～18日久世泊の予定が地震のため
差し延べで、5月15日～19日泊に変更

届

〔1、2月〕 久世

久世駅御本陣町年寄庄屋守助他御持
受兼
　景山又八郎
同町年寄庄屋守助他御受持
　正吉郎

〔大庄屋〕
雲州様4月23日～25日江戸発、5月15日～17日久世泊と確定
御受印形仕候

届

〕宿各〔助祖田米　州雲〕戸江〔日62月2

出羽守殿夏帰国4月23日～25日江戸発、中山道経由での休泊
休泊に関して支障の有無
各名之下に印形致し、此の飛脚の者へ御渡し給うべく候
猶委細飛脚の者へ申し含め候、松平出羽守殿御七里のある宿は、別紙廻
状の通り一覧に入れた上で同様に順達すること

触
宿割付

〔七里
廻状
付〕

3月24日 〔松江〕雲州　高橋紋右衛門 〔久世/各宿〕
出羽守殿夏帰国、道中入用の蝋燭配置させるので御受け取り置きし、
通行中米田祖助へ渡すこと

触 廻状

4月21日 〔松江〕雲州　大塚久太夫 〔久世/各宿〕
道中入用の品左の通り配置するので御受け取り置くこと
通行中米田祖助へ渡すこと

触 廻状

〕宿各/世久〔助祖田米　州雲〕戸江〔日71月4
出羽守殿帰国、4月23日江戸発
関札を持たせ差し出し候間、駅附の通り夫々へ御受け取り置き給うべく
候

触 廻状

4月17日 〔江戸〕

雲州
　板垣平助
　木村市兵衛
　小林左平太

武州板橋駅より伯州溝口駅迄
　所々泊休御本陣中

触候究相通之右代籠旅、国帰殿守羽出

5月 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎様
雲州様先月23日江戸発、5月15日久世泊に関して
10日に関札到来したこと

届

9月 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
雲州様3月10日～12日国元発、3月12日～14日久世泊
御請印形仕り候

届

認確を障支のてし関に泊休、定予を日21、日11、日01月3府参殿守羽出〕宿各〔夫太久塚大　州雲江松日朔月9
触
宿割付

廻状

安
政
3
年
（

1
8
5
6
）

〔3月8日〕 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
3月10日雲州様松江発、3月12日久世泊について
3月6日に関札到来したことをしらせる

届

〃〃世久〕月3〔
雲州様4月23日～25日江戸発予定、5月13日～15日に久世泊予定
これに関する御受印形

届

5月19日以前 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
雲州様4月23日～4月25日江戸発、5月13日～5月15日久世泊が延引
4月28日～5月1日発、5月19日～5月21日泊に変更に関して
受印形仕候

届

〕宿各〔殿郎八又山景助祖田米　州雲戸江日82月4
出羽殿夏帰国、4月23日～25日江戸発、休泊は去秋触の通りだったが
延引して4月28日、29日、5月1日に変更、支障の有無の確認

触 廻状

4月28日 〔江戸〕
雲州道中懸
　板垣平助、江角多四郎

景山又八郎様〔各宿〕 出羽殿4月28日江戸発が登城のため延引、近日また知らせる旨 触

〔5月22日
以前〕

〃〃〕戸江〔
少将様4月28日江戸発が5月16日発に変更
閏5月6日、7日、8日の内に久世泊

触

5月22日 久世 久世駅御本陣　景山又八郎 雲州様　御役衆中様 御太守様帰国、閏5月6日～8日に久世泊に関する御請書 請書

5月 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
雲州様4月28日～5月朔日江戸発、5月19日～21日久世泊が延引
　　　　5月16日江戸発、6月6日～8日久世泊に変更
御請書差し出し候に付き御届け申し上げる

届

5月21日 〔江戸〕
雲州道中懸
　板垣平助
　江角多四郎

景山又八郎様
少将殿5月19日吉原宿まで旅行、富士川満水のため休泊日変更
閏5月8日久世泊

触

閏5月 久世

久世駅
　御本陣
　　景山又八郎
　　外常之通

福島信治郎殿
雲州様5月6日久世泊の予定が、富士川満水のため
8日久世泊に変更の旨を別紙写しの通り達せられる

届

2月 久世

久世駅御本陣
　　景山又八郎
　町年寄
　　両人
　庄屋
　中庄屋

？
雲州瑤光翁様3月24日～26日国発、3月26日～28日久世泊
御受印形仕り候
御通行一切御省略に付御馳走など御断りの向き

届

せら知てし関に割宿、発国日62～日42月3殿翁光瑤〕宿各〔衛兵一佐田小　州雲江松？日5月2
触
宿割付

廻状

2月5日 松江 雲州　小田佐一兵衛
宿々
　御本陣中
　問屋場役人中

瑤光翁殿3月24日国発、旅行は格外に万端省略のものである
右の趣駅々詰合の御役人中まで、宿々において各より厚く御断りの趣御
申し通し給うべく候

触

2月 久世

久世駅御本陣
　　景山又八郎
　町年寄
　　両人
　庄屋
　中庄屋

大庄屋
4月5日雲州御出立山口軍兵衛殿御家内召連江戸へむかう
8日久世泊の先触が来た、御受印形仕り候
内々の承りで、御姫様出府の趣とのこと

届

2月5日 松江 雲州　小田佐一兵衛 〔各宿〕
雲州山口軍兵衛
右家内召連4月5日雲州立、宿割の知らせ

触
宿割付

廻状

前藩主
斉貴

出国

安
政
5
年
（

1
8
5
8
）

山口
軍兵衛

出府

１０代
定安

嘉
永
7
年
（

1
8
5
4
）

帰国

安
政
2
年
（

1
8
5
5
）

出府

帰国

安
政
4
年

（
1
8
5
7
）

容内りよ文本と名宛出差地信発付日号年向方体主
内容の
形式

状態

表６－２　10代藩主定安の参勤交代時の飛脚利用状況
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表７　�広瀬藩の飛脚利用状況　岡山県真庭市教育委員会所蔵、『景山清家文書』中の39「雲州様御用留」

及び『久世町史　資料編第２巻（家わけ資料）』（久世町教育委員会、2005年）中、41「雲州様御

用留」より作成
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表７ 広瀬藩の飛脚利用状況 岡山県真庭市教育委員会所蔵、『景山清家文書』中の 39「雲州様御用留」及び『久

世町史 資料編第２巻（家わけ資料）』（久世町教育委員会、2005 年）中、41「雲州様御用留」より作成

 

容内りよ文本と名宛出差地信発付日号年向方
内容の
形式

状態

6月1日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　細野官市

〔各宿〕→広瀬野津右衛門太
　　　　　　木村久右衛門
　　　　　　鈴木甚五兵衛かたへ

佐渡守殿8月2日～10日江戸発の予定
宿割も触れる

触
宿割付

廻状

6月1日 江戸
松平佐渡守内
　細野官市
　小堀覚右衛門

松平出羽守様　御七里中
佐渡守様8月2日～10日江戸発東海道通りでご旅行の予定
御泊宿付駅本陣より廻状を以て相廻し候

達 七里廻状

7月 久世
久世駅御本陣 景山又八郎
外　常の通り

大庄屋宛
松平佐渡守様8月1日～10日江戸発、22日～29日久世通行
今回久世の宿泊はなし

届

8月1日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　細野官市

〔各宿〕→雲州広瀬野津右衛門太
　　　　　　木村久右衛門
　　　　　　鈴木甚五兵衛かたへ

佐渡守殿8月4日江戸発、休泊は前触れの通り 触 廻状

8月 久世
久世駅御本陣　景山又八郎
外常の通り

大庄屋宛
雲州広瀬松平佐渡守様8月4日江戸発、8月23日久世泊となる
御請け印形仕り差し出し候

届

閏2月5日 広瀬

松平佐渡守内
　鈴木甚五兵衛
　木村久右衛門
　細野官市
　野津右衛門太

定予発瀬広日82～日02月3きつに行旅ご殿守渡佐〕宿各〔
触
宿割付

廻状

閏2月5日 広瀬

松平佐渡守内
　野津右衛門太
　細野官市
　木村久右衛門
　鈴木甚五兵衛

〔七里〕
佐渡守様3月20日～28日広瀬発につき泊宿所駅々本陣へ廻状相達
し候

触
〔七里
　廻状〕

宛屋庄大郎八又山景世久月2閏
松平佐渡守様3月20日～28日広瀬発、23日～4月1日久世泊の予定
御請け印形仕り候

届

3月24日 広瀬
雲州広瀬
　相見紋右衛門
　谷糸祐平

駅々七里　御飛脚中
佐渡守様3月27日広瀬発の議定仰せ出される、宿々遅滞なきよう
御願い申し候

達 七里廻状

2月21日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　木村久右衛門

景山又八郎殿〔各宿〕→
　広瀬野津右衛門太細野官市鈴木甚五兵衛

状廻触定予発戸江日晦～日02月4殿守渡佐

？ 久世
雲州様御本陣
　久世村原方　景山又八郎
　庄屋　又兵衛

届発戸江日晦～日02月4様守渡佐平松殿門衛左忠藤近

4月26日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　木村久右衛門

景山又八郎殿〔各宿〕→
　広瀬野津右衛門太細野官市鈴木甚五兵衛

佐渡守殿4月25日江戸発
触
宿割付

廻状

4月26日 江戸
雲州広瀬
　古山□三郎
　永井主馬

状廻里七達るれさ出せ仰定議の発戸江日52月4様渡佐中脚飛御　里七々駅

3月2日 広瀬

松平佐渡守内
　鈴木甚五兵衛
　細野官市
　野津右衛門太

各々七里中へ頼越候之状
→江戸市ヶ谷月桂寺此方為右衛門木村久左衛
門小堀覚右衛門かたへ

3月7日広瀬発、3月9日広瀬様久世泊の知らせ 触 七里廻状

3月 久世 景山又八郎 佐渡守様御関札并御宿割10日に到来、3月12日に久世泊の旨確認 届

3月11日 広瀬 雲州広瀬　柿沼純兵衛
根雨～中仙道～武州板橋駅まで所々御本陣中
→江戸市ヶ谷月桂寺前此方屋敷ニ而木村久右
衛門小堀覚右衛門方へ

状廻触更変へ泊世久日31月3めたの水出川野日

2月23日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　野津右衛門太

〔各宿〕→広瀬細野官市、鈴木甚五兵衛方へ
佐渡守殿4月26日～5月5日江戸発、
休泊に関して支障の有無
追啓で、地震による被害で支障ある宿は廻状へ付紙をすること

触
宿割付

廻状

2月23日 江戸
松平佐渡守内
　野津右衛門太
　小堀覚右衛門

松平出羽守様　御七里中
佐渡守様4月26日～5月5日江戸発
東海道通りで旅行
休泊に関して支障の有無

達 七里廻状

4月22日 〔江戸〕
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　野津右衛門太

〔各宿〕→広瀬細野官市、鈴木甚五兵衛方へ
佐渡守殿4月28日江戸発、
休泊を記すので最終確認とする
差支えがある場合は、前日の宿泊地にあたる宿へ来ること

触
宿割付

廻状

4月22日 〔江戸〕天野衛守　永井主馬 駅々七里御飛脚中→広瀬安井七郎左衛門
佐渡様4月28日江戸発予定
宿々差支えないように

達 七里廻状

11月12日 広瀬
松平佐渡守様内
　鈴木甚五兵衛
　細野官市

御七里仲
佐渡様3月1日～3月10日広瀬発予定
東海道通り旅行

達 七里廻状

状廻里七達引延行旅でま秋様渡佐中里七御〃瀬広日4月2年3政安

正月29日 〔江戸〕
松平佐渡守内
　玉村村主
　野津右衛門太

〔各宿〕→広瀬細野官市
　　　　　　鈴木甚五兵衛方へ

佐渡守殿4月25日～5月4日江戸発予定、休泊地のしらせ
支障の有無を廻状に記すように

触
宿割付

廻状

同 〔江戸〕
松平佐渡守内
　野津右衛門太
　玉村村主

松平出羽守様　御七里中→広瀬へ
泊宿附駅々本陣へ廻状を以て相廻し候間、差し合いの有無相記
し遅滞なく広瀬へ相達し候様

達 七里廻状

3月 久世

久世駅　御本陣
　景山又八郎
　正吉郎
　景山又八郎
　守助
　美見徳左衛門

福島信治郎殿
佐渡守様4月25日～5月4日江戸発、5月14日～5月22日久世泊
御請印形仕り候

届

5月6日 江戸

松平佐渡守内
　玉村村主
　鈴木甚五兵衛
　野津右衛門太

状廻触泊世久日82月5、発戸江日01月5殿守渡佐市官野細瀬広州雲→〕宿各〔

状廻里七達様き無れこえ支差御々宿り通の年例、　〃中脚飛御里七々駅郎四宗戸宍、郎三喜川中戸江〃

閏5月 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
佐渡守様閏5月28日久世泊が延引、閏5月13日発の6月朔日久世泊
関札を渡してもらった

届
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（
３
）

戸
塚

　
　
　
　
　
　
小
田
原

　
　
　
　
　
　
三
島

　
　
　
　
　
　
由
井

内
田
七
郎
左
衛
門

　
　
清
水
彦
十
郎

　
　
　
　
世
古
六
太
夫

　
　
　
岩
辺
郷
右
衛
門

岡
部

　
　
　
　
　
　
掛
川

　
　
　
　
　
　
　
舞
坂

　
　
　
　
　
　
赤
坂

内
野
九
兵
衛

　
　
　
　
沢
野
弥
惣
左
衛
門

　
　
宮
崎
伝
左
衛
門

　
　
赤
坂
彦
十
郎

宮
　
　
　
　
　
　
　
桑
名

　
　
　
　
　
　
　
関

　
　
　
　
　
　
　
石
部

森
田
八
郎
右
衛
門

　
　
大
塚
与
六
郎

　
　
　
　
伊
藤
平
兵
衛

　
　
　
三
大
寺
小
右
衛

門伏
見

　
　
　
　
　
　
西
宮

　
　
　
　
　
　
　
大
蔵
谷

　
　
　
　
　
姫
路

福
井
与
左
衛
門

　
　
　
村
松
義
左
衛
門

　
　
　
広
瀬
治
兵
衛

　
　
　
国
府
寺
治
郎
左

衛
門

三
ヶ
月

　
　
　
　
　
勝
間
田

　
　
　
　
　
　
久
世

　
　
　
　
　
　
新
庄

宇
多
五
郎
兵
衛

　
　
　
木
村
瀬
左
衛
門

　
　
　
景
山
又
八
郎

　
　
　
佐
藤
猶
右
衛
門

溝
口

　
　
　
　
　
　
米
子

篠
原
伊
左
衛
門

猶
々
廻
状
無
遅
滞
御
順
達
頼
存
候

右
は
宿
泊
す
る
本
陣
宛
て
の
書
状
部
分
で
あ
る
。
前
書
（
１
）
の
段
階
で
、
七
里
の
い

る
宿
で
は
七
里
詰
役
人
に
対
し
、
別
紙
の
七
里
廻
状
を
確
認
さ
せ
て
、
次
の
宿
へ
廻
達
す

る
よ
う
に
広
瀬
藩
役
人
は
指
示
し
た
。
そ
し
て
（
２
）
の
箇
所
で
、
宿
泊
す
る
本
陣
に
向

け
て
藩
主
出
立
の
予
定
日
を
知
ら
せ
、
ま
た
末
尾
（
３
）
に
お
い
て
泊
ま
る
予
定
の
宿
と

本
陣
を
記
し
た
。
こ
の
時
に
宿
泊
地
に
な
っ
て
い
る
七
里
役
所
は
、
桑
名
・
伏
見
・
西

宮
・
勝
間
田
・
久
世
・
新
庄
・
溝
口
で
、
そ
れ
以
外
の
七
割
近
く
の
七
里
役
所
が
宿
泊
せ

ず
素
通
り
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
触
書
の
写
し
に
は
左
に
掲
げ
る

部
分
が
続
け
て
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
広
瀬
藩
は
触
書
中
（
１
）
で
「
別
紙
廻
状
」
と

す
る
と
知
ら
せ
て
い
る
。
休
泊
す
る
本
陣
へ
向
け
て
支
障
の
有
無
と
宿
割
の
確
認
を
依
頼

し
、
廻
状
形
式
で
送
り
返
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
同
日
付
で
同
じ
人
物
か
ら
松
江
藩

の
七
里
に
宛
て
て
、
廻
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
出
立
日
が
四
月
二
十
八
日
と
決
定
す
る

と
、
四
月
二
十
二
日
も
同
様
に
休
泊
予
定
の
本
陣
宛
て
と
七
里
宛
と
の
二
通
を
差
し
出
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
藩
側
は
休
泊
す
る
予
定
の
本
陣
宛
に
宿
割
と
先
触
を
、
ま
た
該

当
本
陣
へ
廻
達
す
る
よ
う
に
と
の
旨
の
指
示
書
を
七
里
宛
て
に
作
成
し
、
二
通
同
時
に
送

付
し
て
い
た
。
広
瀬
藩
主
の
道
中
宿
泊
に
関
す
る
先
触
が
ど
の
よ
う
な
構
造
で
あ
っ
た
の

か
を
見
る
た
め
に
、
左
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
正
月
廿
九
日
付
の
留
め
書
き
�

を
掲

げ
る
。

（
１
）

外
ニ
松
平
出
羽
守
殿
御
七
里
罷
在
候
宿
々
ニ
而
者
、
右
御
七
里
江
別
紙
廻
状
之
通
入

一
覧
候
上
、
猶
又
同
様
順
達
、
伯
州
米
子
駅
迄
無
滞
頼
存
候
、
追
啓
宿
々
泊
宿
先

触
、
何
月
何
日
何
駅
よ
り
着
、
何
月
何
日
何
駅
よ
り
着
、
何
月
何
日
何
駅
へ
送
り
出

し
候
段
も
附
紙
い
た
し
可
給
候
、
已
上

（
２
）

以
廻
状
申
達
候
、
然
者
佐
渡
守
殿
四
月
廿
五
日
よ
り
五
月
四
日
迄
之
内
江
戸
表
出
立
、

在
所
江
被
相
越
候
、
仍
之
道
中
泊
宿
左
ニ
相
記
候
通
、
其
頃
合
相
計
相
違
無
之
様
手

合
可
給
候
、
若
差
支
之
義
も
有
之
候
ハ
ヽ
其
趣
廻
状
ニ
相
記
可
被
差
越
候
、
猶
追
而

宿
割
之
者
罷
越
可
及
対
話
候
、
此
廻
状
宿
々
無
遅
滞
順
達
有
之
、
留
よ
り
広
瀬
細
野

官
市
鈴
木
甚
五
兵
衛
方
へ
継
遣
可
給
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
佐
渡
守
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月
廿
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玉
村
村
主
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衛
門
太
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表７　�広瀬藩の飛脚利用状況　岡山県真庭市教育委員会所蔵、『景山清家文書』中の39「雲州様御用留」

及び『久世町史　資料編第２巻（家わけ資料）』（久世町教育委員会、2005年）中、41「雲州様御

用留」より作成
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容内りよ文本と名宛出差地信発付日号年向方
内容の
形式

状態

6月1日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　細野官市

〔各宿〕→広瀬野津右衛門太
　　　　　　木村久右衛門
　　　　　　鈴木甚五兵衛かたへ

佐渡守殿8月2日～10日江戸発の予定
宿割も触れる

触
宿割付

廻状

6月1日 江戸
松平佐渡守内
　細野官市
　小堀覚右衛門

松平出羽守様　御七里中
佐渡守様8月2日～10日江戸発東海道通りでご旅行の予定
御泊宿付駅本陣より廻状を以て相廻し候

達 七里廻状

7月 久世
久世駅御本陣 景山又八郎
外　常の通り

大庄屋宛
松平佐渡守様8月1日～10日江戸発、22日～29日久世通行
今回久世の宿泊はなし

届

8月1日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　細野官市

〔各宿〕→雲州広瀬野津右衛門太
　　　　　　木村久右衛門
　　　　　　鈴木甚五兵衛かたへ

佐渡守殿8月4日江戸発、休泊は前触れの通り 触 廻状

8月 久世
久世駅御本陣　景山又八郎
外常の通り

大庄屋宛
雲州広瀬松平佐渡守様8月4日江戸発、8月23日久世泊となる
御請け印形仕り差し出し候

届

閏2月5日 広瀬

松平佐渡守内
　鈴木甚五兵衛
　木村久右衛門
　細野官市
　野津右衛門太

定予発瀬広日82～日02月3きつに行旅ご殿守渡佐〕宿各〔
触
宿割付

廻状

閏2月5日 広瀬

松平佐渡守内
　野津右衛門太
　細野官市
　木村久右衛門
　鈴木甚五兵衛

〔七里〕
佐渡守様3月20日～28日広瀬発につき泊宿所駅々本陣へ廻状相達
し候

触
〔七里
　廻状〕

宛屋庄大郎八又山景世久月2閏
松平佐渡守様3月20日～28日広瀬発、23日～4月1日久世泊の予定
御請け印形仕り候

届

3月24日 広瀬
雲州広瀬
　相見紋右衛門
　谷糸祐平

駅々七里　御飛脚中
佐渡守様3月27日広瀬発の議定仰せ出される、宿々遅滞なきよう
御願い申し候

達 七里廻状

2月21日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　木村久右衛門

景山又八郎殿〔各宿〕→
　広瀬野津右衛門太細野官市鈴木甚五兵衛

状廻触定予発戸江日晦～日02月4殿守渡佐

？ 久世
雲州様御本陣
　久世村原方　景山又八郎
　庄屋　又兵衛

届発戸江日晦～日02月4様守渡佐平松殿門衛左忠藤近

4月26日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　木村久右衛門

景山又八郎殿〔各宿〕→
　広瀬野津右衛門太細野官市鈴木甚五兵衛

佐渡守殿4月25日江戸発
触
宿割付

廻状

4月26日 江戸
雲州広瀬
　古山□三郎
　永井主馬

状廻里七達るれさ出せ仰定議の発戸江日52月4様渡佐中脚飛御　里七々駅

3月2日 広瀬

松平佐渡守内
　鈴木甚五兵衛
　細野官市
　野津右衛門太

各々七里中へ頼越候之状
→江戸市ヶ谷月桂寺此方為右衛門木村久左衛
門小堀覚右衛門かたへ

3月7日広瀬発、3月9日広瀬様久世泊の知らせ 触 七里廻状

3月 久世 景山又八郎 佐渡守様御関札并御宿割10日に到来、3月12日に久世泊の旨確認 届

3月11日 広瀬 雲州広瀬　柿沼純兵衛
根雨～中仙道～武州板橋駅まで所々御本陣中
→江戸市ヶ谷月桂寺前此方屋敷ニ而木村久右
衛門小堀覚右衛門方へ

状廻触更変へ泊世久日31月3めたの水出川野日

2月23日 江戸
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　野津右衛門太

〔各宿〕→広瀬細野官市、鈴木甚五兵衛方へ
佐渡守殿4月26日～5月5日江戸発、
休泊に関して支障の有無
追啓で、地震による被害で支障ある宿は廻状へ付紙をすること

触
宿割付

廻状

2月23日 江戸
松平佐渡守内
　野津右衛門太
　小堀覚右衛門

松平出羽守様　御七里中
佐渡守様4月26日～5月5日江戸発
東海道通りで旅行
休泊に関して支障の有無

達 七里廻状

4月22日 〔江戸〕
松平佐渡守内
　小堀覚右衛門
　野津右衛門太

〔各宿〕→広瀬細野官市、鈴木甚五兵衛方へ
佐渡守殿4月28日江戸発、
休泊を記すので最終確認とする
差支えがある場合は、前日の宿泊地にあたる宿へ来ること

触
宿割付

廻状

4月22日 〔江戸〕天野衛守　永井主馬 駅々七里御飛脚中→広瀬安井七郎左衛門
佐渡様4月28日江戸発予定
宿々差支えないように

達 七里廻状

11月12日 広瀬
松平佐渡守様内
　鈴木甚五兵衛
　細野官市

御七里仲
佐渡様3月1日～3月10日広瀬発予定
東海道通り旅行

達 七里廻状

状廻里七達引延行旅でま秋様渡佐中里七御〃瀬広日4月2年3政安

正月29日 〔江戸〕
松平佐渡守内
　玉村村主
　野津右衛門太

〔各宿〕→広瀬細野官市
　　　　　　鈴木甚五兵衛方へ

佐渡守殿4月25日～5月4日江戸発予定、休泊地のしらせ
支障の有無を廻状に記すように

触
宿割付

廻状

同 〔江戸〕
松平佐渡守内
　野津右衛門太
　玉村村主

松平出羽守様　御七里中→広瀬へ
泊宿附駅々本陣へ廻状を以て相廻し候間、差し合いの有無相記
し遅滞なく広瀬へ相達し候様

達 七里廻状

3月 久世

久世駅　御本陣
　景山又八郎
　正吉郎
　景山又八郎
　守助
　美見徳左衛門

福島信治郎殿
佐渡守様4月25日～5月4日江戸発、5月14日～5月22日久世泊
御請印形仕り候

届

5月6日 江戸

松平佐渡守内
　玉村村主
　鈴木甚五兵衛
　野津右衛門太

状廻触泊世久日82月5、発戸江日01月5殿守渡佐市官野細瀬広州雲→〕宿各〔

状廻里七達様き無れこえ支差御々宿り通の年例、　〃中脚飛御里七々駅郎四宗戸宍、郎三喜川中戸江〃

閏5月 久世

久世駅
　御本陣　景山又八郎
　町年寄　正吉郎
　同　　　　景山又八郎
　庄屋　　　守助
　中庄屋目木村　美見徳左衛門

福島信治郎殿
佐渡守様閏5月28日久世泊が延引、閏5月13日発の6月朔日久世泊
関札を渡してもらった

届

出府

帰国

安
政
4
年
（
1
8
5
7
）

帰国

嘉
永

6
年
（
1
8
5
3
）

出府

嘉
永
7
年

（
1
8
5
4
）

帰国
安
政
2
年
（
1
8
5
5
）

帰国

嘉
永
4
年

（
1
8
5
1
）

出府

嘉
永
5
年

（
1
8
5
2
）

差　　出
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ち
景
山
清
家
文
書
39
「
雲
州
様
御
用
留
」
嘉
永
二
年
は
筆
者
の
解
読
し
た
内
容
で
あ
る
が
、

そ
の
他
は
断
り
の
無
い
限
り
『
久
世
町
史

　
資
料
編
』
に
記
載
さ
れ
た
も
の
を
引
用
し
た
。

⑹
　
草
津
宿
街
道
交
流
館
所
蔵
写
真
版

⑺
　
草
津
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
草
津
市
史
』
第
二
巻

　
近
世
編
、
三
四
七
頁
、
一
九
八
四
年

⑻
　
薮
内
吉
彦
『
日
本
郵
便
創
業
の
歴
史
』
（
明
石
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
第
三
章
第
一
節
三
四

頁
、
（
同
著
『
日
本
郵
便
創
業
史
―
飛
脚
か
ら
郵
便
へ
―
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
の
増

補
改
訂
版
）

⑼
　
藤
村
潤
一
郎
「
東
海
道
尾
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」
『
日
本
歴
史
』
四
七
五
号
、
一
九
八
七

年
⑽
　
藤
村
「
紀
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
二
号
、
一
九
九
〇
年

⑾
　
藤
村
「
近
世
後
期
に
お
け
る
雲
州
七
里
に
つ
い
て
」
『
郵
便
史
研
究
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇

年
、
四
三
頁

⑿
　
前
掲
論
文
　
四
三
頁

⒀
　
前
掲
論
文
　
十
八
、
十
九
頁

⒁
　
⑼
、
⑽
、
⑾
の
論
文
よ
り
作
成
し
た
。

⒂
　
藤
村
「
東
海
道
尾
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」
『
日
本
歴
史
』
四
七
五
号
、
三
頁
、
一
九
八
七

年
⒃
　
島
根
県
立
図
書
館
蔵

⒄
　
藤
村
論
文
（
二
〇
一
〇
年
）
の
表
を
引
用
し
て
作
成
し
た
。

⒅
　
景
山
清
家
文
書
39
「
雲
州
様
御
用
留
」
、
嘉
永
二
年
四
月
三
日
触
書
写

⒆
　
景
山
清
家
文
書
41
「
雲
州
様
御
用
留
」
、
年
月
日
未
詳
「
覚
」
（
『
久
世
町
史
　
資
料
編
第
二

巻
（
家
わ
け
資
料
）
』
久
世
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）
よ
り
作
成
し
た
。

⒇
　
松
江
市
奥
谷
町
に
所
在
す
る
田
原
神
社
の
境
内
裏
に
、
「
天
保
十
二
年
辛
丑
九
月
吉
日
」
と

銘
の
あ
る
石
灯
籠
が
二
基
あ
る
。
「
道
中
安
全
」
と
側
面
に
銘
が
あ
り
、
寄
進
者
は
「
道
中
吟

味
　
百
人
組
　
講
中
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
江
藩
の
百
人
者
で
道
中
の
往
来
に
関
係
し
た

職
に
就
い
て
い
た
者
達
が
寄
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
灯
籠
下
部
に
は
天
保
十
二
年
当
時
の

百
人
者
と
み
ら
れ
る
人
物
名
が
五
九
名
分
記
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
こ
の
灯
籠
に
あ
る
名
前

を
手
が
か
り
と
し
た
。

�
　
松
江
歴
史
館
所
蔵
「
三
谷
家
文
書
」
23
‐
１
‐
１
、
安
政
五
年
二
月
二
十
一
日
～
十
二
月

晦
日
「
安
政
五
戊
午
年

　
御
用
頭
書
長
善
」
に
記
載
さ
れ
た
江
戸
‐
松
江
間
の
書
状
発
着
日

を
元
に
日
数
を
割
り
出
し
た
。

の
連
絡
関
係
を
包
括
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
第
一
章
第
二
節
で
扱
っ
た
内
容
を
掘
り
下
げ
、
七
里
を
介
し
た
書
状
の
分
析
に

ま
で
踏
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
藩
の
制
度
で
あ
る
七
里
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
書
状
が

送
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
、
つ
ま
り
藩
営
の
七
里
制
度
を
利
用
し
て
い
る
者
と
は
ど

の
よ
う
な
身
分
・
役
職
の
者
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
運
輸
・
通
信
シ

ス
テ
ム
の
土
台
で
あ
る
七
里
の
機
能
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
史
料
収
集
と
そ
の
分
析
が
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
考
察

す
べ
き
課
題
と
し
た
い
。

注⑴
　
巻
島
隆
「
最
上
紅
花
取
引
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
「
京
屋
」
「
島
屋
」
の
利
用
‐
決
済
と
情

報
」
『
郵
便
史
研
究
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年

⑵
　
堀
井
美
里
「
政
治
情
報
に
み
る
飛
脚
の
意
義
　
‐
幕
末
期
加
賀
藩
を
事
例
と
し
て
‐
」
『
加

賀
藩
研
究
：
加
賀
藩
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
誌
』
三
号
、
二
〇
一
三
年

⑶
　
藤
村
潤
一
郎
は
「
東
海
道
尾
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
七
五
号
、
一
九

八
七
年
）
で
尾
張
藩
の
七
里
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
停
止
さ
れ
宿
継
を
利
用
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
復
活
す
る
。
し
か
し
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

に
再
度
停
止
さ
れ
る
な
ど
制
度
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
「
紀
州
七
里
飛
脚
に

つ
い
て
」
（
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
二
号
、
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
同
じ
く
御
三
家
で
あ

る
紀
伊
藩
を
対
象
に
、
七
里
を
設
置
し
た
宿
や
七
里
詰
人
の
検
討
、
町
飛
脚
と
大
名
飛
脚
の

併
用
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
町
飛
脚
に
つ
い
て
も
「
飛
脚
問
屋
に

つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
三
八
号
、
一
九
六
八
年
）
を
端
緒
と
し
て
、
「
甲
州
に
お
け
る
飛

脚
問
屋
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
四
号
、
一
九
七
〇
年
）
、
「
江
戸
六
組
飛
脚
問
屋
仲
間
に
つ

い
て
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
五
号
、
一
九
七
二
年
）
、
「
信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え

る
定
飛
脚
に
つ
い
て
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
一
三
号
、
一
九
八
一
年
）
等
、
近
世
の
飛
脚

問
屋
の
実
態
を
研
究
し
て
い
る
。

⑷
　
「
近
世
後
期
に
お
け
る
雲
州
七
里
」
（
『
郵
便
史
研
究
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）
。

⑸
　
一
部
『
久
世
町
史
　
資
料
編
第
二
巻
（
家
わ
け
資
料
）
』
（
久
世
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇

五
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
現
在
真
庭
市
教
育
委
員
会
所
蔵
。
今
回
使
用
し
た
史
料
の
う
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え
、
本
陣
を
介
し
て
大
庄
屋
へ
と
情
報
が
伝
播
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
松

江
藩
の
七
里
飛
脚
は
支
藩
で
あ
る
広
瀬
藩
も
利
用
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
際
、
広
瀬
藩
役

人
も
七
里
飛
脚
の
構
造
を
認
識
し
て
お
り
、
本
陣
宛
て
の
書
状
と
七
里
宛
て
の
書
状
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
円
滑
な
継
ぎ
立
て
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

お
わ
り
に

本
稿
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
今
後
の
課
題
を
述
べ
た
い
。

第
一
章
で
は
松
江
藩
の
七
里
飛
脚
制
度
全
体
を
考
察
し
、
以
下
の
構
造
を
明
ら
か
に
し

た
。
す
な
わ
ち
松
江
藩
で
は
江
戸
‐
国
元
間
の
一
定
の
地
点
に
七
里
役
所
を
置
き
、
そ
こ

で
は
規
定
時
間
内
に
荷
を
継
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
時
間
調
整
を
行
な
う
詰
役
人
が
配

置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
条
件
に
よ
っ
て
、
荷
物
が
確
実
に
概
ね
正
確
な
日
数
で
届

け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
章
で
は
、
七
里
役
所
を
請
け
負
っ
た
本
陣
の
史
料
を
分

析
し
、
個
々
の
本
陣
が
担
っ
た
飛
脚
請
場
所
の
実
態
を
考
察
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
じ

請
所
で
も
請
負
の
継
続
方
法
や
継
ぎ
立
て
方
法
に
違
い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
松
江
藩
で
は
飛
脚
に
百
姓
身
分
の
者
た
ち
が
取
り
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
、
飛
脚
制
度
が
武
士
の
み
で
な
く
、
参
勤
交
代
の
道
中
に
あ
る
本
陣
、
藩
内
の
百
姓
層

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
大
名
の
宿
泊
施
設
と

し
て
、
交
通
上
の
役
割
を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
き
た
本
陣
は
、
運
輸
や
通
信
を
担
う
存
在

で
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
、
本
陣
を
単
な
る
宿
泊
所
で
は
な
い
、
複
合
的
な
施
設
と

し
て
捉
え
る
必
要
が
分
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
飛
脚
を
請
け
負
っ
た
本
陣
以
外
の
飛
脚
に
関
す
る
史
料
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
各
宿
に
松
江
藩
よ
り
派
遣
さ
れ
る
詰
役
人
の
実
態
に
深
く
踏
み

込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藩
の
七
里
飛
脚
制
度
全
体
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
詰
役
人
の
実
態
を
分
析
し
つ
つ
、
江
戸
―
国
元
の
管
轄
役
所
と
各
七
里
と

し
て
い
た
以
下
の
書
状
を
七
里
宛
て
に
作
成
し
、
宿
泊
地
に
該
当
し
な
い
地
点
の
七
里
詰

役
人
で
も
藩
主
旅
行
時
の
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う
対
処
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）

猶
々
此
廻
状
御
宿
割
一
諸
ニ
致
廻
達
候
間
、
本
陣
へ
猶
又
御
戻
し
被
遣
、
無
遅
滞
様

御
頼
申
候
、
已
上

（
５
）

以
廻
状
令
啓
達
候
、
然
者
来
四
月
廿
五
日
よ
り
五
月
四
日
迄
之
内
佐
渡
守
様
広
瀬
へ

御
発
駕
東
海
道
通
り
被
成
御
旅
行
候
ニ
付
、
此
度
御
泊
宿
附
駅
々
本
陣
へ
以
廻
状
相

廻
し
候
間
、
差
合
有
無
相
記
無
遅
滞
広
瀬
へ
相
達
候
様
御
世
話
被
遣
度
頼
入
存
候
、

此
段
可
得
御
意
如
斯
御
座
候
、
以
上

松
平
佐
渡
守
内

松
平
出
羽
守
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
津
右
衛
門
太

　
　
　
御
七
里
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
村
村
主

（
４
）
の
文
言
は
七
里
詰
役
人
に
対
す
る
注
意
書
き
と
み
え
、
七
里
詰
役
人
が
確
認
し

た
後
は
、
本
陣
へ
差
し
戻
す
よ
う
促
し
て
い
る
。
（
５
）
で
は
本
陣
に
触
れ
た
内
容
と
同

じ
く
広
瀬
藩
主
の
江
戸
出
立
予
定
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
広
瀬
藩
役
人
は
七
里
詰
役
人
に

対
し
て
、
宿
泊
予
定
の
本
陣
へ
宿
割
と
廻
状
を
廻
達
さ
せ
る
必
要
か
ら
、
宿
泊
予
約
に
支

障
が
無
い
か
ど
う
か
を
本
陣
へ
確
認
し
、
広
瀬
ま
で
廻
達
す
る
よ
う
求
め
た
。
松
江
藩
の

参
勤
交
代
に
関
わ
る
留
め
書
き
で
は
七
里
宛
て
の
達
書
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
広

瀬
藩
が
出
し
た
七
里
宛
て
の
達
は
松
江
藩
の
七
里
を
借
り
て
い
る
と
い
う
事
情
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
、
本
陣
の
主
機
能
で
あ
る
大
名
の
宿
泊
と
関
連
し
て
七
里
飛
脚
が
利

用
さ
れ
る
事
例
を
み
た
。
藩
主
の
参
勤
交
代
に
関
す
る
廻
状
を
分
析
し
、
藩
が
本
陣
へ
伝
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ち
景
山
清
家
文
書
39
「
雲
州
様
御
用
留
」
嘉
永
二
年
は
筆
者
の
解
読
し
た
内
容
で
あ
る
が
、

そ
の
他
は
断
り
の
無
い
限
り
『
久
世
町
史
　
資
料
編
』
に
記
載
さ
れ
た
も
の
を
引
用
し
た
。

⑹
　
草
津
宿
街
道
交
流
館
所
蔵
写
真
版

⑺
　
草
津
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
草
津
市
史
』
第
二
巻
　
近
世
編
、
三
四
七
頁
、
一
九
八
四
年

⑻
　
薮
内
吉
彦
『
日
本
郵
便
創
業
の
歴
史
』
（
明
石
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
第
三
章
第
一
節
三
四

頁
、
（
同
著
『
日
本
郵
便
創
業
史
―
飛
脚
か
ら
郵
便
へ
―
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
の
増

補
改
訂
版
）

⑼
　
藤
村
潤
一
郎
「
東
海
道
尾
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」
『
日
本
歴
史
』
四
七
五
号
、
一
九
八
七

年
⑽
　
藤
村
「
紀
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
二
号
、
一
九
九
〇
年

⑾
　
藤
村
「
近
世
後
期
に
お
け
る
雲
州
七
里
に
つ
い
て
」
『
郵
便
史
研
究
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇

年
、
四
三
頁

⑿
　
前
掲
論
文
　
四
三
頁

⒀
　
前
掲
論
文
　
十
八
、
十
九
頁

⒁
　
⑼
、
⑽
、
⑾
の
論
文
よ
り
作
成
し
た
。

⒂
　
藤
村
「
東
海
道
尾
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」
『
日
本
歴
史
』
四
七
五
号
、
三
頁
、
一
九
八
七

年
⒃
　
島
根
県
立
図
書
館
蔵

⒄
　
藤
村
論
文
（
二
〇
一
〇
年
）
の
表
を
引
用
し
て
作
成
し
た
。

⒅
　
景
山
清
家
文
書
39
「
雲
州
様
御
用
留
」
、
嘉
永
二
年
四
月
三
日
触
書
写

⒆
　
景
山
清
家
文
書
41
「
雲
州
様
御
用
留
」
、
年
月
日
未
詳
「
覚
」
（
『
久
世
町
史
　
資
料
編
第
二

巻
（
家
わ
け
資
料
）
』
久
世
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）
よ
り
作
成
し
た
。

⒇
　
松
江
市
奥
谷
町
に
所
在
す
る
田
原
神
社
の
境
内
裏
に
、
「
天
保
十
二
年
辛
丑
九
月
吉
日
」
と

銘
の
あ
る
石
灯
籠
が
二
基
あ
る
。
「
道
中
安
全
」
と
側
面
に
銘
が
あ
り
、
寄
進
者
は
「
道
中
吟

味
　
百
人
組
　
講
中
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
江
藩
の
百
人
者
で
道
中
の
往
来
に
関
係
し
た

職
に
就
い
て
い
た
者
達
が
寄
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
灯
籠
下
部
に
は
天
保
十
二
年
当
時
の

百
人
者
と
み
ら
れ
る
人
物
名
が
五
九
名
分
記
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
こ
の
灯
籠
に
あ
る
名
前

を
手
が
か
り
と
し
た
。

�
　
松
江
歴
史
館
所
蔵
「
三
谷
家
文
書
」
23
‐
１
‐
１
、
安
政
五
年
二
月
二
十
一
日
～
十
二
月

晦
日
「
安
政
五
戊
午
年

　
御
用
頭
書
長
善
」
に
記
載
さ
れ
た
江
戸
‐
松
江
間
の
書
状
発
着
日

を
元
に
日
数
を
割
り
出
し
た
。

の
連
絡
関
係
を
包
括
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
第
一
章
第
二
節
で
扱
っ
た
内
容
を
掘
り
下
げ
、
七
里
を
介
し
た
書
状
の
分
析
に

ま
で
踏
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
藩
の
制
度
で
あ
る
七
里
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
書
状
が

送
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
、
つ
ま
り
藩
営
の
七
里
制
度
を
利
用
し
て
い
る
者
と
は
ど

の
よ
う
な
身
分
・
役
職
の
者
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
運
輸
・
通
信
シ

ス
テ
ム
の
土
台
で
あ
る
七
里
の
機
能
を
よ
り
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
史
料
収
集
と
そ
の
分
析
が
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
考
察

す
べ
き
課
題
と
し
た
い
。

注⑴
　
巻
島
隆
「
最
上
紅
花
取
引
に
お
け
る
飛
脚
問
屋
「
京
屋
」
「
島
屋
」
の
利
用
‐
決
済
と
情

報
」
『
郵
便
史
研
究
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年

⑵
　
堀
井
美
里
「
政
治
情
報
に
み
る
飛
脚
の
意
義
　
‐
幕
末
期
加
賀
藩
を
事
例
と
し
て
‐
」
『
加

賀
藩
研
究
：
加
賀
藩
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
誌
』
三
号
、
二
〇
一
三
年

⑶
　
藤
村
潤
一
郎
は
「
東
海
道
尾
州
七
里
飛
脚
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
七
五
号
、
一
九

八
七
年
）
で
尾
張
藩
の
七
里
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
停
止
さ
れ
宿
継
を
利
用
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
復
活
す
る
。
し
か
し
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

に
再
度
停
止
さ
れ
る
な
ど
制
度
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
「
紀
州
七
里
飛
脚
に

つ
い
て
」
（
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
二
号
、
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
同
じ
く
御
三
家
で
あ

る
紀
伊
藩
を
対
象
に
、
七
里
を
設
置
し
た
宿
や
七
里
詰
人
の
検
討
、
町
飛
脚
と
大
名
飛
脚
の

併
用
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
町
飛
脚
に
つ
い
て
も
「
飛
脚
問
屋
に

つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
三
八
号
、
一
九
六
八
年
）
を
端
緒
と
し
て
、
「
甲
州
に
お
け
る
飛

脚
問
屋
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
四
号
、
一
九
七
〇
年
）
、
「
江
戸
六
組
飛
脚
問
屋
仲
間
に
つ

い
て
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
五
号
、
一
九
七
二
年
）
、
「
信
州
上
田
原
町
問
屋
日
記
に
み
え

る
定
飛
脚
に
つ
い
て
」
（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
一
三
号
、
一
九
八
一
年
）
等
、
近
世
の
飛
脚

問
屋
の
実
態
を
研
究
し
て
い
る
。

⑷
　
「
近
世
後
期
に
お
け
る
雲
州
七
里
」
（
『
郵
便
史
研
究
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）
。

⑸
　
一
部
『
久
世
町
史

　
資
料
編
第
二
巻
（
家
わ
け
資
料
）
』
（
久
世
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇

五
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
現
在
真
庭
市
教
育
委
員
会
所
蔵
。
今
回
使
用
し
た
史
料
の
う



（80）

松
江

市
史

編
纂

体
制

図
平
成
2
9
年
３
月
１
日

時
点

区
分

役
割

委
員
名

編 纂 委 員 会

・
市
史

編
纂

全
般
に
関
わ
る
基

本
的
事

項
の
協
議

◎
藤
岡
大
拙

・
安

部
登

・
乾
隆
明

・
引
野

道
生

・
安

部
己
図
枝

・
川
島
芙
美
子

・
蔦

谷
典
子

・
仁
田
玲
江

◎
委
員
長

・
市
史

編
纂
の
成

果
を
市
民
に
還
元
し
て
い
く
事

項
の
協
議

・
（
同
上
）

←
(
文
化

財
保
護
審
議

会
会
長
)

○
副
委
員
長

※
住
民
、
行
政
、
専
門
家
が
一
体
と
な
り
市
史
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
�

　
地
元
有

識
者
、
専
門
研

究
者
で
構
成

す
る
。

・
田
坂

郁
夫

○
井
上
寛
司

・
小
林
准
士

・
竹
永
三
男

・
大
矢
幸
雄

・
西
尾
克
己

・
喜

多
村
正

←
(専

門
家
)

編 集 委 員 会

・
市
史
全
体
の
編
集

・
田
坂

郁
夫

・
勝

部
昭

◎
井
上
寛
司

○
小
林
准
士

・
竹
永
三
男

・
大
矢
幸
雄

・
西
尾
克
己

・
喜

多
村
正

◎
委
員
長

・
必
要
な
史
料
（
資
料
）
の
調
査
・
整

理
及
び

総
括

・
高
安
克
己

・
大
日
方
克
己

・
川
岡
勉

・
岸
本
覚

・
伊
藤
康

宏
・

喜
多
村
理
子

○
副
委
員
長

※
市
史
全
体
の
編
集
を
中
心
と
な
っ
て
行
う
た
め
、
�

　
各

分
野
の
専
門
研

究
者
で
構
成

す
る
。

・
佐

藤
信

・
長
谷
川
博
史

・
鳥
谷

智
文

・
居
石
正
和

・
西
尾
克
己

・
西
田
友

広
・

東
谷

智
・

能
川
泰

治

・
三
宅
正
浩

・
鬼
嶋

淳

・
渡
辺
浩

一

会 議�

部 会 長

・
編

纂
事

業
の
具
体
的
な
内
容
の
企
画
・
立
案

�
� ※
各
部
会
の
部
会
長
で
構
成

す
る
。

・
田
坂

郁
夫

・
勝

部
昭

◎
井
上
寛
司

○
小
林
准
士

・
竹
永
三
男

・
大
矢
幸
雄

・
西
尾
克
己

・
喜

多
村
正

（ 専 門 委 員 ）�

専 門 部 会

・
市
史
各
巻
の
内
容
を
検
討

【
自
然
環

境
】

【
原
始
古
代
史
】

【
中
世
史
】

【
近

世
史
】

【
近

現
代
史
】

【
絵
図
・
地
図
】

【
松
江
城
】

【
民

俗
】

・
必
要
な
史
料
（
資
料
）
の
調
査
・
整

理
◎

田
坂

郁
夫

◎
勝

部
昭

◎
井
上
寛
司

◎
小
林
准
士

◎
竹
永
三
男

◎
大
矢
幸
雄

◎
西
尾
克
己

◎
喜

多
村
正

◎
部
会
長

※
市
史
各
巻
の
編
集
を
中
心
と
な
っ
て
行
う
た
め
、
�

　
担
当
専
門
分
野
の
専
門
研

究
者
で
構
成

す
る
。

《
地

形
・
地
質
Ｇ
》

《
考
古
専
門
部
会
》

○
西
田
友

広
○

岸
本
覚

○
伊
藤
康

宏
・

川
村

博
忠

《
城

郭
史
Ｇ
》

・
中
村

幹
雄

○
編
集
委
員

○
澤
田
順
弘

○
西
尾
克
己

○
川
岡
勉

○
鳥
谷

智
文

○
居
石
正
和

・
高
安
克
己

○
中
井
均

・
足
立

正
智

　
o
rＧ

Ｌ

・
高
安
克
己

・
丹
羽
野
裕

○
長
谷
川
博
史

○
東
谷

智
○

能
川
泰

治
・

上
杉
和
央

・
松
尾
信

裕
・

藤
原

宏
夫

・
小
暮
哲
也

・
山
田
康
弘

・
原
慶
三

○
三
宅
正
浩

○
鬼
嶋

淳
・

渡
辺
理

絵
・

山
上
雅
弘

・
山
﨑
節
枝

《
気
候
・
気
象
Ｇ
》

・
松
本
岩
雄

○
渡
辺
浩

一
・

乾
隆
明

・
乗
岡
実

・
喜

多
村
理
子

○
田
坂

郁
夫

・
平
石
充

・
伊
藤

昭
弘

・
内
田
融

・
先
山
徹

・
山
﨑
亮

《
生
物
Ｇ
》

《
古
代
専
門
部
会
》

・
宇
野
田
尚
哉

・
阿

部
志
朗

・
堀
田
浩
之

・
品
川
知
彦

○
佐

藤
仁

志
○

大
日
方
克
己

・
沢
山
美

果
子

・
安
髙
尚
毅

・
岡
崎
雄
二

郎
・

中
上
明

○
佐

藤
信

・
多
久
田
友

秀
《
文
献
・
歴
史
地
理
・
建
築
Ｇ
》

・
永
井
猛

・
平
石
充

・
佐
々
木
倫
朗

○
和
田
嘉
宥

・
酒
井
董

美

・
野
々
村

安
浩

・
西
島
太

郎
・

渡
辺
理

絵
・

浅
沼
政

誌

・
森
田
喜

久
男

・
常

松
隆

嗣
・

堀
田
浩
之

・
石
田
俊

・
足
立

正
智

《
土

木
史
Ｇ
》

○
河
原
荘
一
郎

・
渡

邉
正
巳

写
真
伊
藤

孝
一

執 筆 者 （ 通 史 編 ・ 別 編 ）

・
部
会
で
議

論
し
た
内
容
に
基
づ
く
執

筆
・

河
原
荘
一
郎

・
池

淵
俊

一
・

的
野
克
之

・
伊
藤
康

宏
・

矢
野

健
太

郎
・

面
谷
明
俊

・
西
島
太

郎

※
市
史
各
巻
の
執

筆
を
行
う
た
め
、
�

　
部
会
の
専
門
委
員
と
部
分
執

筆
を
行
う
執

筆
者
で
構
成

す
る
。
�

� � 　
編
集
委
員
・
専
門
委
員
以
外
の
執

筆
者

⇒
�

　
（
松
江
市
職

員
、
ス
ポ
ー
ツ
財
団
職

員
は

未
掲
載

）

・
入
月
俊
明

・
松
尾
充
晶

・
永
井
猛

・
森

本
幾
子

・
内
田
融
　
・
松
下
孝
昭

・
安
髙
尚
毅

・
三
瓶
良
和

・
西
尾
克
己

・
要
木
純
一

・
関
耕

平
　
・
大
矢
幸
雄

・
中
野
茂

夫

・
瀬

戸
浩
二

・
山
根

正
明

・
中
安
恵
一

・
廣
嶋
清
志

　
・

板
垣
貴
志

・
狭

川
真
一

・
田
中
秀
典

・
中
野
賢
治

・
原
　
豊
二

・
内
田
和
義

　
・

山
本
志
乃

・
花
谷
　
浩

・
気
象
台
関

係
者

・
下
房

俊
一

・
井
口
隆
史

・
佐
々
木
倫
朗

・
中
間
地

域
研

究
セ
ン
タ
ー
関

係
者

・
谷
口
憲
治

・
大
矢
幸
雄

・
森
茂

晃
・

中
間
由
紀
子

・
岩
田
貴
之

・
保
永
展
利

・
林
成
多

・
中
野
茂

夫

・
淀
江
賢
一
郎

・
工

藤
泰
子

・
野
津

貴
章

・
勝

部
昭

　
　
　
　
ほ
か

・
喜

多
村
理
子

事 務 局 体 制

１
．
市
史

編
纂

事
業
の
事
務
的
統
括

２
．
編
集
委
員
等
専
門
研

究
者
の
支
援

３
．
市
史
、
付
帯
出
版
物
等
の
編
集
作

業
・
出
版

�
�

（
市
民
の
代
弁
者
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
）

４
．
文
化

運
動
の
推

進
（
講
座
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
）

〔
松
江
市
〕
市
長
：
松
浦
正
敬
、
副
市
長
：
能

海
広
明
、
副
市
長
：
吉
山
治
　
　
〔
松
江
市
教
育
委
員
会
〕
教
育
長
：
清
水
伸
夫
�

〔
歴
史
ま
ち
づ
く
り
部
〕
部
長
：
藤
原
亮

彦
　
次
長
：
永
島
真
吾
�

（
史
料

編
纂
課
）
課

長
：
稲
田
信
、
副
主
任
：
小
山
祥
子
、
副
主
任
：
岩
町

紀
子
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
任

編
纂
官
：
内
田
文

恵
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
調
査
員
：
北

村
久
美
子
、
専
門
調
査
員
：
石
塚
晶
子
、
専
門
調
査
員
：
和
田
美
幸
、
専
門
調
査
員
：
村
角
紀
子
、
専
門
調
査
員
：
福
井
将

介
�

（
松
江
城

調
査
研

究
室
）
室
長
：
卜
部
吉
博
、
主
幹
：
山
本

盛
治

〔42〕

�
　
景
山
清
家
文
書
39
、
嘉
永
二
年
「
雲
州
御
用
留
」
中
、
嘉
永
二
年
十
月
「
乍
恐
御
願
奉
申

上
候
事
」

�
　
景
山
清
家
文
書
39
、
嘉
永
二
年
「
雲
州
御
用
留
」
中
、
年
月
日
未
詳
「
右
御
届
ニ
相
成
候

御
状
之
写
」

�
　
景
山
清
家
文
書
39
、
嘉
永
二
年
「
雲
州
御
用
留
」
中
、
嘉
永
六
年
八
月
「
御
届
奉
申
上
候

事
」

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
雲
州
御
用
84
、
年
不
詳
八
月
八
日
「
田
中
七
左
衛
門
書
状
」

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
宿
泊
通
行
90
、
年
未
詳
五
月
「
雲
州
役
所
達
書
」

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
社
会
１
０
６
、
年
未
詳
三
月
三
日
「
覚
」

�
　
⑾
論
文
、
三
十
一
頁
よ
り
引
用

�
　
景
山
清
家
文
書
39
「
雲
州
様
御
用
留
」
嘉
永
二
年
四
月
六
日
写
「
御
請
申
一
札
之
事
」

�
　
景
山
清
家
文
書
41
「
雲
州
様
御
用
留
」
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
閏
八
月
写
「
乍
恐
奉
願

上
候
一
札
之
事
」

�
　
池
尻
家
文
書
、
天
保
二
年
「
御
用
留
」
、
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵

�
　
池
尻
家
文
書
、
天
保
六
年
「
御
用
留
」
、
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵

�
　
百
人
者
を
管
轄
す
る
御
小
人
方
は
中
原
氏
（
�
文
献
）
に
よ
る
と
、
藩
内
の
郡
中
へ
数
人

ず
つ
割
り
付
け
村
か
ら
選
出
さ
せ
、
藩
に
対
し
て
年
期
勤
め
を
課
す
こ
と
で
御
小
人
の
人
員

を
保
っ
て
い
た
。
池
尻
家
の
史
料
よ
り
、
百
人
者
も
御
小
人
と
同
様
な
手
法
が
取
ら
れ
て
い

た
と
い
え
る
。

�
　
景
山
清
家
文
書
41
「
雲
州
様
御
用
留
」
、
安
政
四
年
正
月
廿
九
日
付
触
写
（
『
久
世
町
史
　

資
料
編
第
二
巻
（
家
わ
け
資
料
）
』
久
世
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

（
お
お
つ
　
ひ
と
み
　
島
根
大
学
法
文
学
部
社
会
文
化
学
科
歴
史
と
考
古
コ
ー
ス 

二
〇
一
四
年
度
卒
業
生
）

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
目
録
項
目
「
雲
州
御
用
」
番
号
３
５
０
、
天
保
十
四
年
九
月
「
雲
州
御

用
留
」
の
表
紙
裏
に
、
草
津
宿
か
ら
み
て
前
後
の
七
里
の
あ
る
宿
ま
で
の
刻
限
が
記
入
さ
れ

て
い
る
。

�
　
景
山
清
家
文
書
35
、
文
化
十
四
年
「
雲
州
御
用
留
」
中
、
文
化
十
五
年
五
月
「
津
山
江
書

上
候
事
」

�
　
景
山
清
家
文
書
56
、
年
月
日
未
詳
「
覚
」
（
『
久
世
町
史
　
資
料
編
第
二
巻
（
家
わ
け
資

料
）
』
久
世
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

�
　
特
に
新
庄
宿
吟
味
役
人
の
名
は
遠
く
離
れ
た
草
津
宿
本
陣
に
お
い
て
も
よ
く
み
ら
れ
た
。

例
え
ば
木
屋
本
陣
文
書
、
雲
州
御
用
84
、
年
不
詳
八
月
八
日
「
田
中
七
左
衛
門
書
状
」
の
宛

名
「
新
庄
詰
　
坂
本
磯
右
衛
門
行
」
や
、
雲
州
55
、
天
保
十
二
年
八
月
「
請
銀
元
立
増
額
願

書
」
の
宛
名
「
新
庄
詰
　
藤
田
彦
左
衛
門
」
が
あ
る
。

�
　
景
山
清
家
文
書
41
「
雲
州
様
御
用
留
」
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
正
月
写
「
乍
恐
奉
願
一

札
之
事
」

�
　
『
久
世
町
史
　
通
史
編
』
久
世
町
教
育
委
員
会
、
八
七
〇
頁
、
一
九
七
五
年
。
ち
な
み
に
、

草
津
宿
田
中
家
で
は
年
間
銀
九
百
目
で
請
け
負
っ
て
い
た
（
木
屋
本
陣
文
書
、
雲
州
御
用
50
、

天
保
十
一
年
十
月
「
乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候
」
）
。

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
雲
州
御
用
83
、
嘉
永
五
年
十
一
月
「
御
請
証
文
之
事
」

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
雲
州
御
用
２
８
２
、
天
保
四
年
二
月
二
十
三
日
「
楽
長
次
郎
　
原
惣
左

衛
門
連
署
書
状
」

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
雲
州
御
用
２
８
０
、
天
保
四
年
三
月
「
乍
恐
奉
願
口
上
書
」

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
雲
州
御
用
２
８
１
、
天
保
四
年
四
月
「
御
請
証
文
之
事
」

�
　
木
屋
本
陣
文
書
、
雲
州
御
用
２
８
３
、
天
保
四
年
五
月
十
八
日
付
「
田
中
七
左
衛
門
書
状
　

大
野
丹
助
宛
　
楽
長
次
郎
　
原
惣
左
衛
門
宛
」
。
な
お
、
大
野
丹
助
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は

不
明
で
あ
る
。

�
　
全
六
巻
、
島
根
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
編
集
、
二
〇
〇
四
年
よ
り
二
〇
〇
六
年

�
　
小
頭
の
地
位
関
係
は
、
中
原
健
次
『
松
江
藩
格
式
と
職
制
』
（
今
井
書
店
、
一
九
九
七
年
）

よ
り
推
測
し
た
。

�
　
前
掲
�
中
原
著
書
、
一
七
九
頁
。
松
江
藩
の
格
式
は
御
目
見
格
に
あ
た
る
士
と
そ
れ
以
下

の
徒
に
大
別
さ
れ
、
百
人
者
は
徒
の
中
で
も
最
下
の
「
取
立
者
」
に
あ
た
り
、
同
列
に
は
中

間
、
手
廻
、
台
所
下
男
と
称
す
る
者
が
お
り
、
藩
内
で
の
格
式
は
か
な
り
下
位
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。


